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今 月 の トォフ

　「わっしょい！わっしょい！」威勢
の良い掛け声とにぎやかなお囃子。鯛
の曳山が勇壮に練り歩いています。10
月 13 日から 14 日にかけ、波多津町
の田嶋神社で例大祭が行われました。
氏子たちは、神輿の御神幸などの神事
を通じて今年の豊作や豊漁に感謝しな
がら、祭りを大いに楽しんでいました。

月
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　【
グ
ラ
フ
１
】
は
、
歳
入
の
状
況

を
示
し
て
い
ま
す
。
歳
入
の
総
額

は
、
２
３
４
億
１
１
１
９
万
円
で
、

平
成
22
年
度
に
比
べ
て
２
・
４
㌫

増
加
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
市
税
な
ど
市
が
独
自

に
確
保
で
き
る
『
自
主
財
源
』
と
、

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助

金
、
交
付
金
な
ど
の
『
依
存
財
源
』

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
総
額
は
、
96
億

３
５
１
３
万
円
で
全
体
の
41
・

２
㌫
を
占
め
て
い
て
、
平
成
22

年
度
に
比
べ
て
２
・
７
㌫
増
加

し
て
い
ま
す
。
う
ち
市
税
は
、

74
億
７
６
９
９
万
円
で
、
平
成
22

年
度
に
比
べ
て
８
・
５
㌫
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
の
総
額
は
、
１
３
７
億

７
６
０
６
万
円
で
、
58
・
８
㌫

を
占
め
て
い
て
、
平
成
22
年
度

に
比
べ
て
２
・
２
㌫
増
加
し
ま
し

た
。
う
ち
地
方
交
付
税
な
ど
は

67
億
７
０
７
５
万
円
で
、
平
成
22

年
度
に
比
べ
て
９
・
９
㌫
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
総
額 

２
３
４
億
１
１
１
９
万
円

 

歳
入
の
状
況
は

　皆さんの税金をはじめ、国、県からの補助金
や交付金などを財源として、福祉、教育、土木、
農林水産など、皆さんにいちばん身近な事業を
行っているのが『一般会計』です。
　伊万里市では第５次伊万里市総合計画の将来
像である『活力あふれ　ひとが輝く　安らぎの
まち　伊万里』の実現に向け、各種施策を実施
しました。
　歳入総額 234 億 1,119 万円に対し、歳出総
額は 228 億 4,311 万円です。その差は５億
6,808 万 円 で、 翌 年 度 へ 繰 り 越 す べ き 財 源
1,529 万円を差し引くと、５億 5,279 万円の
黒字決算となりました。
　平成 23 年度は、市税、特に法人市民税の増
収に伴う歳入増などにより黒字となりましたが、
景気の動向もまだ先行き不透明な状況であり、
依然、厳しい財政状況が見込まれますので、今
後も引き続き行財政改革に全力で取り組んでい
く必要があります。

グラフ１　一般会計歳入の状況

 一般会計の決算状況

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

 96億3,513万円
（41.2％）

自主財源：137億7,606万円
（58.8％）

依存財源： 12億9,398万円
（5.7％）

投資的経費：

 44億9,957万円
（19.6％）

消費的経費：

：119億7,625万円
　　　（52.5％）

義務的経費

その他の経費：50億7,331万円
　　　（22.2％）

市税
74億7,699万円
（31.9％）

その他
21億5,814万円
（9.3％）

国庫支出金
29億6,388万円
（12.7％）

県支出金
20億6,173万円

（8.8％）

市債
19億7,970万円
（8.4％）

地方交付税等
67億7,075万円
（28.9％）

自主財源

依存財源

人件費
44億259万円
（19.3％）

人件費
44億259万円
（19.3％）

公債費
23億4,740万円
（10.3％）

扶助費
52億2,626万円
（22.9％）

扶助費
52億2,626万円
（22.9％）

義務的
経費

その他の経費
50億7,331万円
（22.2％）

その他の経費
50億7,331万円
（22.2％）

その他

投資的
経費
投資的
経費

消費的
経費

補助費等
18億4,267万円
（8.0％）

補助費等
18億4,267万円
（8.0％）

物件費
25億4,535万円
（11.1％）

物件費
25億4,535万円
（11.1％）

災害復旧事業費
8,408万円
（0.4％）

普通建設事業費
12億990万円
（5.3％）

普通建設事業費
12億990万円
（5.3％）

維持補修費
1億1,155万円
（0.5％）

子育て支援 福　祉 農　業 防　災

『活力あふれ ひとが輝く 安らぎのまち』の実現に向け、　事業の重要性などを考えながら市のお金を使いました　

　
平
成
23
年
度
の
伊
万
里
市
の
決
算
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
な
ど
を
も
と
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、
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ろ
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事
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を
行
う

一
般
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計
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そ
れ
ぞ
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料
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公
営
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し
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決
算
概
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を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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ど
に
要
す
る
経
費
と
し
て
『
総
務

費
』
に
約
32
億
円
を
要
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
生
活
環
境
整
備
に

要
す
る
経
費
と
し
て
『
衛
生
費
』

に
約
24
億
円
、
借
入
金
の
元
利
償

還
金
に
充
て
る
『
公
債
費
』
に
約

23
億
円
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育

な
ど
の
『
教
育
費
』
に
約
17
億
円
、

道
路
や
河
川
、
公
園
、
市
街
地
整

備
な
ど
の
『
土
木
費
』
に
約
15
億

円
を
支
出
し
ま
し
た
。

特集　平成 23 年度決算報告
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フ
３
】
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、
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目
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別
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。
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多
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費
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要
し
た
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が
『
民
生
費
』
の
約
81
億
円
で
、

全
体
の
35
・
５
㌫
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
社
会
福
祉
や
生
活
保

護
な
ど
、
市
民
の
安
定
し
た
社
会

生
活
を
保
障
す
る
た
め
の
経
費
で

す
。
次
い
で
庁
舎
の
維
持
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こ
の
歳
出
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性
質
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見
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と
、
人
件
費
な
ど
の
『
義
務
的
経

費
』
と
普
通
建
設
事
業
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『
投

資
的
経
費
』、
物
件
費
な
ど
の
『
消

費
的
経
費
』
と
『
そ
の
他
の
経
費
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に
分
け
ら
れ
ま
す
。
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７
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。
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億
９
３
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５
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平
成
22
年
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べ
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・
５
㌫
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減
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う
ち
普
通

建
設
事
業
は
、
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億
９
９
０
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で
、
都
市
計
画
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路
整
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業
（
大
坪
・
木
須
線
）
や
中
学
校

建
設
事
業
な
ど
が
終
了
し
た
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と
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
に
比

べ
て
48
・
２
㌫
減
少
し
ま
し
た
。
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９
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億
４
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、
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成
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年
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に
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べ
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５
㌫
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し
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。

　
そ
の
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経
費
は
特
別
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な
ど
へ
の
繰
出
金
な
ど
で
50
億

７
３
３
１
万
円
。
全
体
の
22
・
２

㌫
を
占
め
、
平
成
22
年
度
に
比
べ

て
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・
１
㌫
増
加
し
ま
し
た
。
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目
的
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２
２
８
億
４
３
１
１
万
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グラフ２　一般会計歳出の状況

 96億3,513万円
（41.2％）

自主財源：137億7,606万円
（58.8％）

依存財源： 12億9,398万円
（5.7％）

投資的経費：

 44億9,957万円
（19.6％）

消費的経費：

：119億7,625万円
　　　（52.5％）

義務的経費

その他の経費：50億7,331万円
　　　（22.2％）

市税
74億7,699万円
（31.9％）

その他
21億5,814万円
（9.3％）

国庫支出金
29億6,388万円
（12.7％）

県支出金
20億6,173万円

（8.8％）

市債
19億7,970万円
（8.4％）

地方交付税等
67億7,075万円
（28.9％）

自主財源

依存財源

人件費
44億259万円
（19.3％）

人件費
44億259万円
（19.3％）

公債費
23億4,740万円
（10.3％）

扶助費
52億2,626万円
（22.9％）

扶助費
52億2,626万円
（22.9％）

義務的
経費

その他の経費
50億7,331万円
（22.2％）

その他の経費
50億7,331万円
（22.2％）

その他

投資的
経費
投資的
経費

消費的
経費

補助費等
18億4,267万円
（8.0％）

補助費等
18億4,267万円
（8.0％）

物件費
25億4,535万円
（11.1％）

物件費
25億4,535万円
（11.1％）

災害復旧事業費
8,408万円
（0.4％）

普通建設事業費
12億990万円
（5.3％）

普通建設事業費
12億990万円
（5.3％）

維持補修費
1億1,155万円
（0.5％）

医　療 消　防 交通網 文化活動

『活力あふれ ひとが輝く 安らぎのまち』の実現に向け、　事業の重要性などを考えながら市のお金を使いました　
グラフ３　目的別歳出の状況

民 生 費

総 務 費

衛 生 費

公 債 費

教 育 費
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商 工 費
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※（　）内の数値は対前年比
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81 億 1,854 万円

32 億 3,874 万円

23 億 7,627 万円

23 億 4,755 万円

16 億 7,361 万円

14 億 5,797 万円

8 億 6,854 万円

8 億 　964 万円

7 億 9,539 万円

5 億 1,708 万円

         3 億 2,373 万円

2 億 3,252 万円

8,353 万円
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区　　分 平成23 年度末残高

一般会計 208億5,261万円
公共下水道事業 136億6,916万円
農業集落排水事業 12億2,995万円
水道事業 47億1,564万円
工業用水道事業 152億6,642万円

合　計 557億3,378万円 

　市債残高

区　　　分 平成23 年度末残高

１ 財政調整基金 ７億4,418万円
２ 減債基金 3億5,468万円
３ 公共施設整備基金 3億6,837万円
４ 市有林野保全基金 1,687万円
５ 城Ⅱ灌漑揚水維持管理基金 9,355万円
６ 国民健康保険基金 2万円
７ 介護保険基金 1億　115万円
８ アマチュア陶芸展振興基金 20万円
9 緑化推進・環境保全基金 26万円
10 教育振興奨励基金 669万円
11 文化振興基金 1,297万円
12 まちづくり基金 3億7,169万円
13 青少年育成基金 1,913万円
14 保健事業推進基金 49万円
15 ふるさと創生人材育成基金 1億　205万円
16 福祉基金 4億7,156万円
17 国際交流基金 513万円
18 子育て応援基金 163万円
19 ふるさと応援基金 182万円

合　計 26億7,244万円

　基金残高

　市債残高全体に対する市民一人あたりの借入金（市債）残高は 96 万
6,560 円で、市民一人あたりの預金（基金）残高は 4 万 6,347 円となっ
ています。
　市債については、償還元金以内に発行を抑え、新たな借金の抑制に努め
ながら計画的な返済と残高の縮減を行います。また、基金については、災
害や不測の事態に備え、残高をもっと増やすよう計画的に積立を行います。
※住民基本台帳人口　57,662 人（平成 24 年 10 月１日現在）

会 計 区 分 歳　　入 歳　　出 差　　引

国民健康保険 63億6,820万円 70億6,624万円 △6億9,804万円

介護保険 53億9,231万円 53億3,355万円 5,876万円

立花台地開発事業 1億66万円 1億7,662万円 △7,596万円

公共下水道事業 20億8,059万円 21億647万円 △2,588万円

農業集落排水事業 1億1,667万円 １億5,328万円 △3,661万円

市営駐車場 1,550万円 1,167万円 383万円

後期高齢者医療 12億1,985万円 12億1,798万円 187万円

　『特別会計』は、決められた特定の事業を行う
場合に、特定の収入をもってその事業に充てるた
め一般会計とは区別して経理しています。
　市には７つの特別会計があり、どの会計も私た
ちの暮らしを支えるために欠かせないお金です。

会 計 区 分 収　　入 支　　出 差　　引

病院事業
収益的 2億4,605万円 2億9,034万円 △4,429万円

資本的 3億2,460万円 3億2,468万円 △8万円

水道事業
収益的 12億9,105万円 9億9,422万円 2億9,683万円

資本的 4億4,559万円 15億6,472万円 △11億1,913万円

工業用
水道事業

収益的 6億5,436万円 9億9,089万円 △3億3,653万円

資本的 1億4,779万円 2億7,676万円 △1億2,897万円

　『企業会計』は、公営企業法に定められた独立採
算を基本とした会計で、市には以下の企業会計が
あります。

●健全化判断比率（４種類の指標）　この指標は、値が小さいほど財政が健全であることを示します。平成
23 年度決算に基づき算定した各指標は、いずれも早期健全化の基準値を下回りました。

●資金不足比率　各公営企業における『資金不足比率』については、いずれも資金不足はありませんでした。

指　標　名 比　率 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率
一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に
対する比率

ー 12.93％ 20.00％

連結実質赤字比率
すべての会計を対象とした実質赤字（または資金の不足
額）の標準財政規模に対する比率

ー 17.93％ 30.00％

実質公債費比率
一般会計が負担する元利償還金および準元利償還金の標
準財政規模に対する比率

19.2％ 25.00％ 35.00％

将来負担比率
一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模
に対する比率

157.0％ 350.0％

平成 23 年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率について

※『ー』は、当該比率が生じていない（黒字である）ことを表しています。
※早期健全化基準を上回ると、歳出削減を行うための財政健全化計画の策定が義務付けられ、財政再生基準を

上回ると、財政再生計画の策定が義務付けられ、地方債の発行が制限される場合があります。
※公営企業とは、病院事業、水道事業、工業用水道事業の企業会計と、公共下水道事業、農業集落排水事業、

立花台地開発事業の特別会計をいいます。

※病院事業は平成 23 年６月末で廃止

　基金は、一般家庭の普通預金に
当たる財政調整基金および借金の
返済に充てる減債基金のほか 17
の特定目的基金があります。

※８から 19 までの基金については、皆さんの善意を
受けなが ら基金の充実を図りました。

各会計ごとの市債残高です。

　『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』第３条第１項および第 22 条第１項の規定により、平成 23 年度決算における
健全化判断比率および資金不足比率を、下記のとおり公表します。

特別会計の状況

企業会計の状況
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　市の予算は数字が大きすぎて、皆さんには実感がわきにく
いと思いますので、市の財政を身近に感じてもらえるように、
平成 23 年度一般会計決算を家計簿に置き換えた『いまり家
の家計簿』を作成しました。ここでは、１年間の給料を 400
万円に置き換えて作成しています。

◆収入の６割は給料

市の家計グラフ（内訳）

　平成 23 年度の『いまり家』の収入を見ると、
預貯金の取り崩し（⑦）も少なく、安定した
収入を得ているかのように見えます。
　しかし、今後は国の財政状況などにより、『い
まり家』の給料（①）も減少する可能性があり、
それに伴い、実家からの援助（②）も減少す
る可能性があります。

　生活費（⑧）や医療費・学費など（⑨）、ロー
ンの返済（⑪）および、子どもへの仕送り（⑫）
などへの支出が多く、預貯金（⑭）への積立
は全体の約３㌫しかないことから、『いまり家』
はぜいたくをできる状況ではないといえます。
　現在の『いまり家』は収支のバランスが取
れていますが、今後も現状を維持するために
は、できる限り生活費などの支出を抑えなけ
ればなりません。また、『いまり家』は家の老
朽化が進んでおり、今後増改築（※）が必要な
ことや、不慮の出費に備えるためにも、毎年
の預貯金をもっと増やすよう努力していかな
ければなりません。
※ここでの『家の増改築』は、小中学校など

公共施設の維持補修や改修、ごみ処理施設
の建設などを示しています。

　収入（歳入）　　　　　　　　　　　　　　　656.5 万円

①給料（諸手当含む）　
　市税
　地方贈与税
　利子割交付金
　配当割交付金
　株式等譲渡所得割交付金
　地方消費税交付金
　自動車取得税交付金
　地方特例交付金
　地方交付税
　交通安全対策特別交付金

②実家からの援助
　国庫支出金
　県支出金

400 万円
210 万円
9.2 万円
0.5 万円
0.3 万円
0.1 万円
15 万円
1.5 万円

3 万円
160 万円
0.4 万円

141 万円
83 万円
58 万円

③銀行からの借入
　市債

④雑収入
　諸収入
　寄付金

⑤家賃収入
　分担金・負担金
　財産収入
　使用料・手数料

⑥前年の余り
　繰越金

⑦預貯金の取り崩し
　繰入金

55 万円
55 万円

29.3 万円
29 万円
0.3 万円

21.5 万円
12 万円
0.5 万円

9 万円

9 万円
9 万円

0.7 万円
0.7 万円

◆節約と貯蓄

　支出（歳出）　　　　　　　　　　　　　　　　639 万円

194 万円
123 万円
71 万円

146 万円
146 万円

34 万円
34 万円

66 万円
66 万円

⑧生活費
　人件費
　物件費

⑨医療費・学費など
　扶助費

⑩家の増改築費
　普通建設事業費

⑪ローンの返済
　公債費

⑫子どもへの仕送り
　繰出金
⑬税金・自治会への会費
　補助費等
⑭預貯金
　積立金
⑮その他
　維持補修費
　災害復旧費
　投資・出資・貸付金

79 万円
79 万円

52 万円
52 万円

18 万円
18 万円

50 万円
3 万円
2 万円

45 万円

　
市
の
財
政
は
、
長
引
く
景

気
の
低
迷
に
よ
っ
て
、
歳
入

の
根
幹
を
な
す
市
税
収
入
の

大
幅
な
伸
び
が
見
込
め
な
い

こ
と
に
加
え
、
国
の
改
革
に

よ
る
国
庫
補
助
金
な
ど
の
削

減
や
地
方
交
付
税
制
度
の
見

直
し
に
よ
り
大
幅
に
財
源
が

削
ら
れ
、
減
少
し
た
財
源
の

補
て
ん
も
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
平
成
16
年
度
に
財
政
健
全

化
計
画
を
策
定
し
、
以
降
平

成
23
年
度
ま
で
に
健
全
化
に

向
け
た
取
り
組
み
や
行
政
改

革
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
さ
ら
に
、
社
会
情
勢

や
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
、
事
業
の
優
先
順
位
や
方

財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
て

いまり家の
　家計簿は？

特集　平成 23 年度決算報告

向
性
を
判
断
し
、
歳
入
規
模

に
見
合
っ
た
財
政
構
造
へ
の

転
換
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
活
用
し
、
真
に
必
要

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
安

定
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
将
来

に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
い
く
た

め
の
健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立

に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

市税
74億7,699万円
（31.9％）

市税
74億7,699万円
（31.9％）

その他
21億5,814万円
（9.3％）

その他
21億5,814万円
（9.3％）

生活費
（食費・光熱水費など）

194万円
（30.0％）

生活費
（食費・光熱水費など）

194万円
（30.0％）

医療費・学費など
146万円
（23.0％）

医療費・学費など
146万円
（23.0％）

家の増改築費
34万円
（5.0％）

家の増改築費
34万円
（5.0％）

ローンの返済
66万円

（10.0％）

ローンの返済
66万円

（10.0％）

子どもへの仕送り
79万円

（13.0％）

子どもへの仕送り
79万円

（13.0％）

税金・自治会
への会費
52万円
（8.0％）

税金・自治会
への会費
52万円
（8.0％）

預貯金
18万円
（3.0％）

預貯金
18万円
（3.0％）

その他
50万円
（8.0％）

その他
50万円
（8.0％）

　左上の表（支出）を円グラフで表すと、こ
のようになります。

財政課
課長 力武 健一
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ふるさと伊万里応援寄附金の
　　平成 23 年度の寄附状況と活用事業

　平成23年度の寄附金総額（件数）は73万8,742円（28件）で、この制度が始まっ
た平成 20 年度からの合計金額は、787 万 2,742 円となりました。ご寄附いただ
いた皆さま、誠にありがとうございました。伊万里市では、寄附者の意向に配慮
しながら、さまざまな事業にその一部を活用させていただいています。

■問合先　財政課財政係（　☎㉓２１１２）

④市長おまかせ
　伊万里市内にある観光案内板の修繕に活用します。

※残りの寄附金については、これからの事業に大切に活用させていただきます。

①歴史、文化を活かし
たふるさとづくり

②市民によるまち
おこし ③自然環境の保全 ④市長おまかせ 合　計

平成 23 年度 32 万円
（6 件）

2 万 5,000 円
（2 件）

4 万 5,000 円
（6 件）

34 万 8,742 円
（14 件）

73 万 8,742 円
（28 件）

平成 22 年度
（参考）

177 万 5,000 円
（37 件）

2 万円
（2 件）

2 万 5,000 円
（2 件）

44 万円
（7 件）

226 万円
（48 件）

平成 23 年度の活用状況

平成 23 年度の寄附受入状況

平成 24 年度に活用する内容

③自然環境の保全
　伊万里高校におけるカブトガニの調査・保護活動を支援するため、『カブトガニ保護
事業』に充当しました。

↓
産
卵
す
る
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
様
子

　
平
成
25
年
版
さ
が
県
民
手
帳
を

市
役
所
別
館
の
売
店
で
販
売
し
て

い
ま
す
。
手
帳
と
し
て
の
機
能
の

ほ
か
、
県
内
市
町
の
イ
ベ
ン
ト
や

官
公
庁
の
所
在
地
な
ど
、
仕
事
や

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
多
数
収

録
し
て
い
ま
す
。

● 

色
　
バ
ニ
ラ
色

● 

価
　
格
　

▽
大
型
（
14
・
２
㌢
×
９
・
０
㌢
）

　
６
５
０
円
（
税
込
）

▽
小
型
（
10
・
８
㌢
×
７
・
５
㌢
）

　
５
０
０
円
（
税
込
）

※
い
ず
れ
も
鉛
筆
付
き
で
す
。

● 

問
合
先
　
情
報
広
報
課
市
民
サ

ー
ビ
ス
係
（ 

　
☎
㉓
２
１
３
３
）

平
成
25
年
版
さ
が
県
民
手
帳

市
役
所
で
も
販
売
し
て
い
ま
す

　「さあ、出かけよう。広めよう！」を合言葉に、
４年目となる地元消費購買推進運動『伊万里で買う Buy!!
が Buy さがん運動 2012』を実施しています。
　登録加盟店（のぼり旗やポスターのある店舗）で買い物や食
事をすると、500 円ごとにスタンプカードにスタンプが貯まり
ます。スタンプが貯まったら、氏名や住所などを記入のうえ投
函箱にご応募ください。応募者の中から豪華賞品が当たる抽選
会を実施します。市民の皆さん、地元の店舗で買い物をして豪
華賞品をゲットしましょう。

●  応募締切　平成 25 年１月８日（火）まで

●  抽選会　　平成 25 年１月 13 日（日）※商店街特設会場で開催

●  問合先　　伊万里商工会議所（☎㉒３１１１）

伊万里で買うB
バ イ

uy!!
がBuy さがん運動2012

さあ、出かけよう。広めよう！
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近
年
、
所
有
者
な
ど
の
高
齢
化

や
経
済
的
な
事
情
な
ど
に
よ
り
、

適
正
に
管
理
さ
れ
ず
に
放
置
さ

れ
、
老
朽
化
・
荒
廃
化
し
た
空
き

家
等
が
増
加
し
、
倒
壊
事
故
や
犯

罪
の
危
険
性
な
ど
周
辺
住
民
の
生

活
環
境
へ
の
悪
影
響
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
建
築
物
や
そ
の
敷
地
な
ど
は
、

他
人
に
損
害
を
与
え
ぬ
よ
う
所
有

者
や
管
理
者
な
ど
が
適
正
に
維
持

保
全
す
べ
き
も
の
で
す
が
、
適
正

に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
等

の
相
談
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
は
、『
伊
万
里
市
空

き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
』
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
条

例
は
、
所
有
者
な
ど
に
適
正
な
維

持
管
理
を
求
め
る
も
の
で
、
平
成

25
年
１
月
１
日
に
施
行
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
倒
壊
な
ど
の
事
故
、

犯
罪
お
よ
び
火
災
の
未
然
防
止
、

な
ら
び
に
生
活
環
境
の
保
全
を
図

り
、
も
っ
て
市
民
の
安
全
で
安
心

な
暮
ら
し
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
等
の
所
有
者
な
ど
は
、

空
き
家
等
が
危
険
な
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
に
自
ら
の
責
任
に
お
い

て
適
正
な
管
理
を
行
う
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
適
正
な
管

理
が
行
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
市

は
空
き
家
等
の
所
有
者
な
ど
に
対

し
て
、
条
例
に
基
づ
き
必
要
な
措

置
を
講
じ
ま
す
。

　
左
上
の
【
解
説
】
で
説
明
し
て

い
る
『
空
き
家
等
』
に
該
当
し
、

か
つ
危
険
な
状
態
の
建
物
が
対
象

と
な
り
ま
す
（
以
下
の
い
ず
れ
か

の
状
態
と
な
っ
て
い
る
場
合
）。

▽
老
朽
化
も
し
く
は
台
風
な
ど
の

自
然
災
害
に
よ
り
建
物
そ
の
他

の
工
作
物
が
倒
壊
し
、
ま
た
は

当
該
建
物
そ
の
他
の
工
作
物
に

用
い
ら
れ
た
建
築
資
材
な
ど
が

飛
散
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
の

生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
な
ど

に
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る

状
態

▽
不
特
定
の
者
に
建
物
そ
の
他
の

工
作
物
ま
た
は
そ
の
敷
地
に
侵

入
さ
れ
、
犯
罪
ま
た
は
火
災
な

ど
を
誘
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

状
態

▽
樹
木
な
ど
の
繁は

ん
も茂

、
害
虫
な
ど

の
発
生
に
よ
り
、
生
活
環
境
の

保
全
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

の
あ
る
状
態

　
条
例
に
基
づ
い
た
空
き
家
等
に

関
す
る
相
談
事
務
の
流
れ
は
、
右

下
の
図
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
手

続
き
の
段
階
の
途
中
で
適
正
に
管

理
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の

時
点
で
終
了
し
ま
す
。

　
個
々
の
状
況
に
よ
り
、
緊
急
的

な
対
処
を
要
す
る
場
合
な
ど
は
、

適
宜
関
連
部
署
や
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
対
応
し
ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

『
伊
万
里
市
空
き
家
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
』を
制
定

● 

問
合
先
　
建
設
課
建
築
住
宅
係
（ 

　
☎
㉓
２
４
６
４
）

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、

助
言
お
よ
び
指
導
、
勧
告
の
措
置

（
解
体
除
却
）
が
行
え
な
い
所
有
者

な
ど
に
は
補
助
金
の
交
付
を
行
う

こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

土
地
建
物
を
市
に
寄
附
す
る
こ
と

で
、
市
が
解
体
除
却
を
実
施
す
る

こ
と
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
対
象
者
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も

住
民
税
の
非
課
税
世
帯
で
す
。

　
今
後
、
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く

高
齢
化
や
少
子
化
に
よ
り
、
危
険

な
状
態
の
空
き
家
等
は
増
え
て
い

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

来
年
１
月
か
ら
条
例
が
施
行

放
置
さ
れ
た
空
き
家
が
増
加

対
象
と
な
る
空
き
家
等
は

『空き家等』とは
　市内に所在する建物
その他の工作物で常時
無 人 の 状 態 に あ る も
の、およびその敷地
※住宅のほか事務所、

店舗、小屋、工場な
ども含まれます。

【解 説】

事
務
の
流
れ

適
正
な
管
理
を
行
う
た
め
に

く
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
の

条
例
を
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
分
の
所
有
し
て
い
る
空
き
家
等

を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、

自
分
で
管
理
で
き
な
い
場
合
は
専

門
業
者
に
依
頼
し
た
り
す
る
な

ど
、
所
有
者
と
し
て
の
責
任
を
果

た
す
よ
う
心
が
け
て
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

　
ま
た
、
危
険
な
状
態
に
あ
る
空

き
家
等
を
発
見
し
た
と
き
や
、
近

隣
の
空
き
家
等
に
よ
っ
て
被
害
を

被
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
建

設
部
建
設
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
各
町
公
民
館
を
経
由
し
た
連
絡

で
も
結
構
で
す
。

　情報提供（近隣住民からの相談など）

　　↓
　市による実態調査（現地調査、所有者情報調査）
　※必要により立入り調査

　　↓
　助言および指導（市長からの通知文書）

　　↓
　勧　告（期限を定めて通知文書）

　　↓
　命　令（行政処分、期限を定めて通知文書）

　　↓
　公　表（命令に従わない場合、所有者の住所 ･ 氏名・
　　　　　　命令内容を公表） 

　　↓
　代執行（著しく公益に反する場合、行政代執行法に
　　　　　 基づき代執行を行います）
　※公道に影響がある場合などに実施、費用は所有者
　　などより徴収します。

空き家等の適正管理に関する事務の流れ
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　主に次に該当する障害のことです。

該当する人には、郵便などでお知らせしています。そのほか
にも、加入・脱退の手続きを希望する人は、事前に長寿社会
課医療保険係へご相談ください。

　一定の障害がある 65 歳から 74 歳までの人は、申請して広
域連合の認定を受けることで、後期高齢者医療制度の被保険者
となることができ、医療費の負担割合などが少なくなる場合が
あります。また、75 歳になる前までは、届け出により後期高齢
者医療制度から脱退することができます。

種　別 障害の程度

身体障害者手帳

１級、２級、３級の人
４級のうち次のいずれかの障害がある人
▷音声機能、言語機能の著しい障害がある人
▷両下肢のすべての指を欠く障害がある人
▷一下肢を下肢の２分の１以上欠く障害が

ある人
▷一下肢の機能に著しい障害がある人

精神障害者保健

福祉手帳
１級、２級の人

療育手帳 Ａ（重度）判定の人

国民年金法など
の障害年金

１級、２級の人

■ 問合先　長寿社会課医療保険係（☎㉓２１５３）

お知らせします！  障害がある人の
後期高齢者医療制度への加入について

● 一定の障害とは？

● 加入・脱退の方法は？

　
東
山
代
町
大
久
保
区
が
、
宝
く

じ
助
成
金
を
活
用
し
て
整
備
を
進

め
て
い
た
『
デ
ジ
タ
ル
放
送
設
備
』

が
８
月
31
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
の

デ
ジ
タ
ル
回
線
網
を
経
由
し
て
、

広
大
な
区
内
に
散
ら
ば
る
複
数
の

放
送
設
備
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

ん
で
一
元
化
し
、
同
時
放
送
を
可

能
に
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
設
備

は
、
地
区
の
皆
さ
ん
へ
の
連
絡
や
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

た
め
に
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
宝
く
じ
助
成
金
は
、
地
域
で
行

う
事
業
や
活
動
に
必
要
な
施
設
の

整
備
の
た
め
に
補
助
金
を
交
付
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
助
成
事
業
は
、

宝
く
じ
の
普
及
公
報
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
て
お
り
、
宝
く
じ
の
収

入
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

大
久
保
区
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
設
備

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
活
用

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
（ 

　
☎
㉓
３
１
８
６
）

↑東山代町大久保区に整備され
たデジタル放送設備

■受付期間　11 月 15 日（木）〜26 日（月）
※郵送の場合は、26 日の消印まで有効
■受付時間　午前８時 30 分〜午後５時 15 分
※土・日曜日を除きます。
■試験日　　12 月 13 日（木）
■試験会場　伊万里有田共立病院
■試験内容　高等学校卒業程度の教養試験および
　　　　　　作文、面接、健康診断
※看護師については、専門試験も実施

■申込書・試験案内の請求
○下記の申込・問合先にて交付します。
○郵送で請求する場合は、封筒に『採用試験申込書請求』

と朱書きし、必ず 120 円切手を貼った宛先明記の返信用
封筒（A ４サイズ）を同封してください。

■申込・問合先
　〒 849-4193　有田町二ノ瀬甲 860 番地
　伊万里・有田地区医療福祉組合事務局
　（伊万里有田共立病院内 ☎㊻２１２１）

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

薬剤師 １名 昭和 52 年４月２日
以降に生まれた人

薬剤師の免許取得者、または平成 24 年度実施の薬剤師国家試
験に合格し免許取得見込みの人

看護師 15 名程度 年齢制限なし 看護師の免許取得者、または平成 24 年度実施の看護師国家試
験に合格し免許取得見込みの人

伊万里有田共立病院の薬剤師・看護師職員を２次募集します

※詳細は『平成 24 年度伊万里・有田地区医療福祉組合職員採用試験２次募集案内』でご確認ください。

　伊万里・有田地区医療福祉組合は、来年４月採用で募集していた伊万里有田共立病院の薬剤師、看護師につい
て２次募集します。
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【
個
人
表
彰
】

● 

池
田
　
亮
三
さ
ん(
立
花
町
）

● 

岩
橋
あ
お
い
さ
ん(

大
川
内
町
）

● 

川
内
　
　
保
さ
ん(

山
代
町
）

● 

久
保
　
　
温

す
な
お
さ
ん(

大
川
町
）

● 

中
島
　
繁
二
さ
ん(

大
坪
町
）

● 

中
島
　
　
孝
さ
ん(

大
坪
町
）

● 

永
島
　
義よ

し
ゆ
き征
さ
ん(

山
代
町
）

● 

前
田
　
美み

と
し壽
さ
ん(

波
多
津
町
）

● 

山
口
ツ
タ
子
さ
ん(

大
川
町
）

● 

力
武
エ
イ
子
さ
ん(

二
里
町
）

【
団
体
表
彰
】

● 

大
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
天
寿
会

● 

川
原
老
人
ク
ラ
ブ
（
大
川
町
）

● 

小
石
原
婦
人
会
（
大
川
内
町
）

● 

宿
分
婦
人
会
（
松
浦
町
）

● 

辻
区
（
波
多
津
町
）

● 

東
陵
中
学
校
生
徒
会

● 

松
浦
町
老
人
会

　
９
月
22
日
に
市
役
所
で
開
催
さ

れ
た
『
第
17
回
伊
万
里
リ
サ
イ
ク

ル
フ
ェ
ア
』
に
お
い
て
、
環
境
美

化
功
労
者
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
地
域
の
環

境
保
全
や
美
化
に
関
す
る
活
動
を

継
続
し
て
行
う
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
個
人
ま
た
は
団
体
を
『
環
境
保

全
お
よ
び
美
化
に
関
す
る
功
労

者
』
と
し
て
、
平
成
10
年
度
か
ら

毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
個
人
10
人
と
７
団
体

を
表
彰
し
、
塚
部
市
長
が
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
長
年
の
地
域
へ

の
貢
献
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

環
境
美
化
功
労
者
に
感
謝
状

第
17
回
伊
万
里
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
で
表
彰
式

↑たくさんの出店者と来場者でにぎわった
伊万里リサイクルフェア

↑長年、地域の環境美化に貢献している受賞者の皆さん

◆平成 25 年度より『浄化槽設置整備事業補助金』の仮予約制度を廃止します

◆浄化槽は、定期的な維持管理をしてください
① 保守点検
　浄化槽の装置や機械の点検、調整などを行ってく

ださい。専門知識が必要ですので、県知事の登録

業者に委託してください。

② 清　掃（年１回以上）
　浄化槽の槽内にたまった汚泥を抜き取るのが清掃

です。清掃は、市の許可を受けた浄化槽清掃業者

が行いますので、許可業者に委託してください。

▷保守点検と清掃を行う事業所

　㈱あくあぐりーん（☎㉒４７３８）　

　㈱カンセイ（☎㉒６１３８）

▷保守点検のみを行う事業所

　エコ・サイエンス㈱（☎⑳２６７７）

　㈱翼コンサルタント（☎㉔３０３８）

　浄化槽は、下水道と同じように生活排水をきれいな水にしてくれます。しかし、使い方を誤ると、水質の

悪化や悪臭の発生を招くなど、逆に生活環境を低下させる原因にもなります。

　正しい使用方法を心がけ、適正な維持管理を行いましょう。

■申込・問合先　下水道課（☎㉓２３９５）

これから浄化槽を設置する予定の皆さんへ

を使用中の皆さんへ

③ 法定検査（年１回）
　保守点検や清掃がきちんと行われ、浄化槽が正しく

機能しているか、㈶佐賀県環境科学検査協会（指定

検査機関）の検査を受けてください。

※浄化槽を廃止している場合は、廃止の届け出が必要

となります。伊万里保健福祉事務所へご確認くださ

い（☎㉓２１０１）。

◆日常の使用で次のことに注意してください
▷便器を清掃するときは、微生物に影響を与える薬剤

を使わない。

▷トイレにトイレットペーパー以外の異物を流さない。

▷台所から野菜くずや油を流さない。

▷浄化槽の電源は切らない。

▷マンホールの上に物を置かず、蓋
ふた

はいつもきちんと

閉めておく。

　平成 24 年度まで補助金の申請をする前に必ず仮予約が必要でしたが、平成 25 年度より

この仮予約制度を廃止し、申請書の提出順で受け付けることとしています。補助金の枠には

限りがありますので、申請書の提出前に受付状況などを下水道課にご確認ください。
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●雇用・就労支援機関
▷伊万里公共職業安定所
　（☎㉓２１３１、　　㉒７６５９）
●障害の全般的な相談窓口
▷伊万里・有田障害者生活支援センター
　（☎㉓３５２１、　　㉒９４１５）
▷県伊万里保健福祉事務所（☎㉓２１０１）
▷伊万里市福祉課（☎㉓２１５６）
●身障者相談員による相談
▷市役所１階面接室にて実施
　毎月第４木曜日　午前 10 時〜午後３時

　
皆
さ
ん
は
、
市
内
に
障
害
の
あ

る
人
（
障
害
者
手
帳
保
持
者
）
が

何
人
い
る
か
ご
存
じ
で
す
か
。

　『
障
害
』
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
が
あ
り
、
障
害
者
手
帳

に
は
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
（
知
的
障
害
）、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
三
種
類
が
あ
り

ま
す
。
な
か
で
も
身
体
障
害
に
つ

い
て
は
、
視
覚
障
害
や
聴
覚
障
害
、

音
声
・
言
語
機
能
障
害
、
肢
体
不

自
由
の
ほ
か
、
心
臓
や
腎
臓
な
ど

の
内
部
機
能
障
害
も
あ
り
、
外
見

だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
障
害
も
多

数
あ
り
ま
す
。

　
市
内
の
障
害
者
手
帳
保
持
者
は

今
年
３
月
末
現
在
で
、
身
体
障
害

者
２
９
２
１
人
、
知
的
障
害
者

５
１
６
人
、
精
神
障
害
者
２
２
４

人
の
合
計
３
６
６
１
人
で
す
。

　
障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
自
立

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
住

ま
い
の
場
、
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
と
と
も
に
、
収
入
の
確
保
、
社

会
へ
の
参
加
の
場
づ
く
り
な
ど
が

不
可
欠
で
す
。
特
に
障
害
の
あ
る

人
の
雇
用
や
就
労
の
確
保
は
、
最

も
大
き
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
人
の
就
労
に
は
、

企
業
や
事
業
所
で
働
く
一
般
就
労

の
ほ
か
、
福
祉
作
業
所
で
働
く
福

祉
的
就
労
が
あ
り
ま
す
。

　
福
祉
作
業
所
は
、
市
内
に
６
か

所
あ
り
ま
す
（
次
の
ペ
ー
ジ
に
紹

介
し
て
い
ま
す
）。
こ
れ
ら
の
作

業
所
で
は
、
一
般
就
労
が
困
難
な

人
に
働
く
場
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
知
識
お
よ
び
能
力
向
上
の
た

め
に
必
要
な
訓
練
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
な
知
識
や

能
力
が
高
ま
っ
た
人
に
対
し
て
、

一
般
就
労
へ
向
け
た
支
援
を
し
て

い
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
人
が
作
業
す
る
こ

と
で
、
売
り
上
げ
に
応
じ
た
工
賃

が
支
払
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
現

在
の
工
賃
水
準
は
低
く
、
な
お
一

層
の
引
き
上
げ
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
福
祉
作
業
所
で
は
、

製
品
の
販
売
促
進
を
図
る
と
と
も

に
新
た
な
下
請
け
な
ど
の
仕
事
を

開
拓
し
、
売
り
上
げ
増
に
よ
る
工

賃
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　『
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
』
で
は
、
企
業
に
一
定

割
合
以
上
の
障
害
の
あ
る
人
の
雇

用
を
義
務
付
け
て
い
て
、
こ
れ
が

法
定
雇
用
率
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
は
法
定

雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
民
間
企
業
に
お
い
て
は
、
現
行

１
・
８
㌫
が
２
・
０
㌫
に
変
更
さ
れ

る
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
人
を

雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
企
業

の
範
囲
が
、
従
業
員
56
人
以
上
か

ら
50
人
以
上
に
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
法
定
雇
用
率
が
設
け
ら
れ

て
い
る
の
は
、
障
害
の
あ
る
人
が

ご
く
普
通
に
地
域
で
暮
ら
し
、
地

域
の
一
員
と
し
て
共
に
生
活
で
き

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
就

労
に
よ
る
自
立
を
進
め
て
い
る
か

ら
で
す
。

障
害
者
月
間  

11
月
23
日
〜
12
月
22
日

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

　
誰
も
が
普
通
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
社
会
を
め
ざ
し
て

● 
問
合
先
　
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（ 

☎
㉓
２
１
５
６
）

市
内
の
障
害
者
の
状
況
は

法
定
雇
用
率
が
上
が
り
ま
す

工
賃
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て

福
祉
作
業
所
と
は

雇
用
や
就
労
の
確
保
を

　ＲｕＲｉは、障害のある人と事業主との間に立ち、就
業を支援するところです。国・県から委託を受け、平成
23 年 11 月に開設しました。雇用、福祉、教育などの関
係機関と協力しながら、障害のある人の就労や生活のた
めの相談・助言・職場実習のあっせんなどを行っています。
また、事業主からの相談も随時受け付けています。
　
● 対象者　障害のある人、家族、事業主
● 主な事業

就職に向けた準備支援、就職活動の支援、職場定着に
向けた支援、生活習慣の形成や健康管理などの自己管
理に関する助言、地域生活や生活設計の助言

● 場　所　二里町大里乙 403 − 1
● 受　付　月〜金曜日　午前８時 30 分〜午後５時 30 分
● 連絡先　☎㉒６６００、　　 ㉕９１９１

FAX

障害者就業・生活支援センターＲｕＲｉ（ルリ）　障害のある人を雇用するための各種助成金や

職場定着に向けた人的支援など、さまざまな支

援制度について紹介します。

各種相談の窓口

◇◆◇お知らせします！ 障害者の雇用に関する支援制度◇◆◇

FAX

FAX
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　『ひとりひとりが、主役』をモット
ーに、個性豊かにいろんな作業に取
り組み、自立をめざして頑張ってい
ます。
● 名　称　社会福祉法人幸生会
　　　　　『いまりの里』
● 住　所　大坪町丙 1158‐1
● 電　話　㉒９０４４
● 作業内容

ダンボール回収、薪
まき

製造、　みかん
栽培、ビニールハウス部品下請け、
市民図書館清掃

● 利用登録者数　34 人

　地域社会で自立した生活を営むこと
ができるようにサポートしています。
● 名　称　社会福祉法人国見の里
　　　　　『伊万里作業所』
　　　　　『草の根作業所』
● 住　所　大坪町丙 1215 − 1
● 電　話　㉒２９８５
● 作業内容

つり具の下請け、印刷廃紙・ダン
ボールの回収選別、乾燥スープの
袋詰め、会葬品の箱折り品入れ、
農作物の育成販売、除草作業

● 利用登録者数　39 人

　伊万里の特産物である梨、梅、黒
米などを使った手作りのクッキーや
ケーキの製造・販売を中心に行って
います。地域社会で人と人との関わ
りを持ち、仕事への意欲や自信を高
めていきたいです。
● 名　称　ＮＰＯ法人『小麦の家』
● 住　所　東山代町里 359 − 4
● 電　話　㉘２３８６
● 作業内容

お菓子（クッキーやケーキ）の製
造や販売、特定信書便の集配

● 利用登録者数　17 人

　『地域の中でさりげなく』みんなで
考えながら、パッチワークや小物入
れなどの布製品の製作、名刺印刷な
どを行っています。
● 名　称　社会福祉法人東方会
　　　　　『Job センター ピシャッと』
● 住　所　二里町大里乙 402 − 2
● 電　話　㉑０３５８
● 作業内容

カレンダー製作、名刺や年賀状印
刷、パッチワーク、布製品製作、
網戸の張り替え、封筒詰め作業

● 利用登録者数　43 人

　緑に囲まれた自然豊かな環境にあ
る作業所で、農産物の栽培や手芸を
通し、それぞれの能力に応じた自立
をめざしています。
● 名　称　社会福祉法人桑梓舎
　　　　　『椿作業所』
● 住　所　黒川町小黒川 697 − 1
● 電　話　㉗２７５０
● 作業内容

農作業（お茶・米・野菜）、薪製造、
手芸（刺し子・機織り）

● 利用登録者数　23 人

　『どんな障害があっても仕事を！』
をモットーに、さまざまな障害のあ
る仲間たちがそれぞれの『できる』を
生かし、仕事に取り組んでいます。
● 名　称　ＮＰＯ法人にこにこくらぶ
　　　　　『にこにこいまり』
● 住　所　東山代町里 359 − 4
● 電　話　㉘１３５３
● 作業内容

紙製品・手芸品・ストマ対応下着
の製造販売、野菜・焼き芋の販売、
名刺などの印刷、アルミ缶回収
● 利用登録者数　13 人

　市内にある６つの福祉作業所を紹介します。ここでは、障害のある人たちが自分の能力や個性に応じて元気に働いていま

す。各作業所では下記のような作業内容に取り組んでいます。ご注文などありましたら直接ご連絡ください。障害のある人

たちの「働きたい」という強い気持ちに対して、市民の皆さんの温かい応援をお願いします。

障害のある人たちの『働きたい』に応援を！

◇◆◇福祉作業所では、皆さんがいきいきと働いています◇◆◇

パッカー車によるダンボール回収おいしいクッキーの販売準備中です

会葬品の箱折りなど一つ一つ丁寧に

布製品の製作などに頑張っています心のこもった製品で優しさを届けます

協力しながら近くの畑で農作業

いまりの里国見の里小麦の家

椿作業所にこにこいまり Jobセンター ピシャッと
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●  重点目標
▷住宅防火対策の推進
▷放火火災防止対策の推進
▷地域における防火安全体制の充実
●  期間中の行事や取り組み
▷住宅用火災警報器・消火器配布モデル事業

物品交付式
　11 月９日（金）午前９時 30 分〜
　消防本部研修室　※東山代町区長会へ
▷初期消火競技大会（市内事業所）
　11 月９日（金）午後１時 30 分〜
　消防本部訓練場
▷伊万里市防火フェスタ
　11 月 11 日（日）午前 10 時〜正午
　伊万里駅前公園　※雨天時は国見台体育館
▷消防署・消防団合同の消防演習
　11 月 11 日（日）午前９時〜　
　東山代町浦川内
▷小・中学生の防火ポスターおよび防火書道
　作品の展示（火災予防運動期間中）
　市民図書館
▷サイレン吹鳴　期間中の午後９時
　（ご家庭の火の元点検をお願いします）
●  問合先　消防本部予防課（　 ☎㉓２１１８）

11 月９日（金）〜
　　　11 月 15 日（木）

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
所

蔵
し
て
い
る
名
品
を
展
示
す
る

『
第
13
回
市
民
所
蔵
品
展
』
を
開
催

し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
市
博
物
館
・
美
術
館

づ
く
り
を
す
す
め
る
会
と
の
協
働

に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
、
市
民

の
文
化
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を

図
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

● 

会
　
期
　
10
月
28
日
（
日
）
〜

　
11
月
25
日
（
日
）
※
月
曜
休
館

第
13
回
市
民
所
蔵
品
展
を
開
催

市
民
が
所
蔵
す
る
名
品
の
数
々
を
展
示

● 

開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

● 

会
　
場
　
歴
史
民
俗
資
料
館

● 

展
示
品
　
過
去
12
回
の
市
民
所

蔵
品
展
の
出
品
作
品
の
う
ち
、

陶
磁
器
、
ガ
ラ
ス
工
芸
品
、
書

画
、
洋
画
な
ど
の
名
品
16
点
を

展
示
し
ま
す
。

● 

入
場
料
　
無
　
料

● 

問
合
先
　
歴
史
民
俗
資
料
館

（ 

　
☎
㉒
７
１
０
７
）

　
今
年
９
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
徳

永
三
郎
氏
（
立
花
町
）
は
、
市
内

有
数
の
陶
磁
器
コ
レ
ク
タ
ー
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
徳
永
氏

は
生
前
、
市
古
陶
磁
研
究
会
会
長

や
市
博
物
館
・
美
術
館
づ
く
り
を

す
す
め
る
会
の
副
代
表
委
員
な
ど

を
務
め
ら
れ
、
伊
万
里
市
の
文
化

振
興
に
多
大
な
貢
献
を
な
さ
れ
る

と
と
も
に
、
水
滴
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

１
３
１
点
を
市
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
水
滴
と
は
書
院
で
使
う
文
房

具
の
一
つ
で
、
茶
道
具
と
並
ぶ
文

化
的
価
値
の
高
い
工
芸
品
で
す
。

　
市
は
、そ
の
ご
厚
志
に
報
い
『
徳

永
水
滴
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
１
３
１

徳
永
水
滴
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
開
催

文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
徳
永
三
郎
氏
を
偲し
の

び

点
を
、
市
所
蔵
の
鍋
島
焼
や
古
伊

万
里
の
名
品
約
40
点
と
と
も
に
展

示
公
開
し
ま
す
。

● 

会
　
期
　
10
月
30
日
（
火
）
〜

　
平
成
25
年
１
月
14
日
（
月
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
月
曜
休
館
（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
休
）、
年
末
年
始
休
館
（
12
月

28
日
〜
１
月
３
日
）

● 
入
場
料
　
大
人
３
０
０
円
（
65

歳
以
上
、
中
学
生
以
下
無
料
）

● 

会
　
場
　
伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
伊
万
里
駅
ビ
ル
２
階

松
浦
鉄
道
側 
）

● 

問
合
先
　
伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（ 

　
☎
㉒
２
２
６
７
）

火の元には十分注意してね！

　　火災秋の　　予防運動

　
昭
和
50
年
以
前
に
製
造
さ
れ
た

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
は
保
安
装

置
が
内
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
経
年

劣
化
な
ど
に
よ
り
火
災
発
生
の
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
使
用
の
停
止

や
交
換
な
ど
が
必
要
で
す
。
な
お
、

保
安
装
置
が
内
蔵
さ
れ
て
い
て
も
、

10
年
以
上
使
用
し
て
い
る
も
の
は

定
期
的
な
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

問
合
先
　
消
防
本
部
予
防
課

（ 

　
☎
㉓
２
１
１
８
）

火
災
に
注
意
！

　
長
年
使
用
の
コ
ン
デ
ン
サ

低圧進相コンデンサ
製造年や保安装置の
有無などのご確認を！

↑

　
山
代
西
小
学
校
の
ト
イ
レ
が
、

男
女
各
１
か
所
ず
つ
洋
式
ト
イ

レ
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
小
林
製
薬
㈱
（
本
社
・
大

阪
市
）
が
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。

和
式
ト
イ
レ
が
苦
手
な
児
童
が

学
校
で
の
使
用
を
我
慢
し
て
し

ま
う
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
社
は
平
成
22
年
よ
り
小
学
校

の
ト
イ
レ
環
境
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
回
も
全
国
12

か
所
の
学
校
に
洋
式
ト
イ
レ
を

寄
付
。
県
内
で
初
め
て
山
代
西

小
学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
９
月
27
日
に
は
同
校
で
贈
呈

式
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
ト
イ
レ

の
正
し
い
使
い
方
な
ど
に
つ
い

て
の
出
前
講
座
が
あ
り
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
ダ
ン
ス
な
ど
を

交
え
た
楽
し
い
講
座
を
通
じ
て
、

ト
イ
レ
の
大
切
さ
な
ど
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。

山
代
西
小
学
校
に
洋
式
ト
イ
レ
寄
贈

も
う
学
校
で
我
慢
せ
ん
よ

↑きれいな洋式トイレ、
大切に使いま〜す！

！

防火キャラクター
キュートくん
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竹
の
古
場
公
園
の
遊
歩
道
を

上
る
と
お
堂
が
目
に
入
り
ま

す
。
郷
土
史
に
よ
る
と
、
中
に

は
二
つ
の
石
碑
が
祀ま

つ

ら
れ
て
お

り
、
右
が
『
伊
勢
講
碑
』、
左
が

『
念
仏
講
碑
』
で
す
。
伊
勢
講
碑

と
は
『
講
』
を
組
ん
で
お
伊
勢

参
り
を
し
た
仲
間
が
、
そ
の
記

念
や
祈
願
の
た
め
に
建
て
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
念
仏
講
と
は

「
念
仏
を
修
行
す
る
信
者
の
会

合
で
毎
月
当
番
の
家
に
集
ま
っ

て
念
仏
を
勤
め
、
掛
金
を
積
み

立
て
て
会
食
や
葬
儀
の
費
用
に

当
て
た
」
と
広
辞
苑
に
は
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
碑
文
は
西
暦

１
６
６
２
年
の
も
の
で
す
か
ら
、

今
か
ら
３
５
０
年
前
の
こ
と
で
、

当
時
か
ら
『
互
助
』
や
『
共
助
』

の
精
神
が
根
強
か
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　
私
が
小
さ
い
時
も
、
祖
母
や

母
が
『
講
』
に
出
か
け
た
と
き
、

帰
り
に
持
っ
て
帰
っ
て
来
る
お

菓
子
が
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
積

金
の
利
息
で
買
わ
れ
、
分
配
さ

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
東
日
本
大
震
災
以
来
、
地
域

の
絆
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
が
、
人
間
は
所し

ょ
せ
ん詮

一
人
で

は
暮
ら
し
て
い
け
ま
せ
ん
。

　
松
尾
芭
蕉
の
有
名
な
句
に
、

「
秋
深
き
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」

が
あ
り
ま
す
。
現
代
で
は
、
個

人
情
報
の
保
護
だ
と
か
で
、
あ

ま
り
他
人
の
こ
と
を
詮
索
し
た

り
干
渉
し
た
り
し
な
い
風
潮
が

強
い
で
す
が
、
こ
の
句
に
は
隣

の
人
を
気
遣
う
や
さ
し
い
気
持

ち
が
感
じ
取
れ
ま
す
。

　
私
は
10
月
に
、
山
代
町
久
原

の
飯
盛
神
社
奉
納
浮
立
、
東
山

代
町
里
で
の
青
幡
神
社
の
滝
川

内
奉
納
浮
立
、
南
波
多
町
府
招

の
愛
宕
権
現
神
社
の
府
招
浮
立

な
ど
を
見
学
に
行
き
ま
し
た
が
、

ど
れ
も
地
域
の
人
た
ち
の
固
い
絆

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
め
ざ
す
栄
町
地

域
づ
く
り
会
で
は『
お
手
伝
い
隊
』

な
る
も
の
を
立
ち
上
げ
、
高
齢
者

の
買
い
物
支
援
な
ど
、
地
域
内
の

『
共
助
』
を
行
動
に
移
す
取
り
組

み
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
代
版
『
講
』
の
精
神
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
今
後
と
も
伝
承

さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

 

地
域
の
絆
き
ず
な

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
番
組
『
ふ
る

さ
と
自
慢
う
た
自
慢
』
の
公
開
録

音
が
、
10
月
５
日
に
市
民
セ
ン
タ

ー
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同

セ
ン
タ
ー
の
開
設
20
周
年
を
記
念

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
県
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ゲ
ス
ト
歌
手
の
西

方
裕
之
さ
ん
と
門
倉
有
希
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
男
性
・
女
性
チ
ー
ム
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
出
演
。
市
内
の

男
女
各
３
組
が
出
場
し
て
、
チ
ー

ム
対
抗
に
よ
る
ふ
る
さ
と
自
慢
や

の
ど
自
慢
を
行
い
ま
し
た
。
ふ
る

さ
と
自
慢
で
は
、
特
産
品
や
地
域

の
自
然
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
伊
万

里
の
魅
力
を
紹
介
し
、
全
国
に
向

け
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

『
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
』公
開
録
音
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
伊
万
里
を
広
く
Ｐ
Ｒ

　
ま
た
、
第
２
部
と
し
て
開
催
さ

れ
た
『
ふ
る
さ
と
自
慢
コ
ン
サ
ー

ト
』
で
は
、
ゲ
ス
ト
歌
手
２
人
が

持
ち
歌
な
ど
を
披
露
。
そ
の
素
晴

ら
し
い
歌
声
に
、
来
場
者
は
す
っ

か
り
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
模
様
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
第
一
な
ど
に
よ
り
、
次
の

日
程
で
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

● 

ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢

　
平
成
25
年
１
月
12
日
（
土
）

　
午
後
４
時
05
分
〜
４
時
55
分

● 

ふ
る
さ
と
自
慢
コ
ン
サ
ー
ト

　
平
成
25
年
２
月
２
日
（
土
）

　
午
後
４
時
05
分
〜
４
時
55
分

公開録音のエンディングを迎え、会場に手を振る出演者の皆さん

わがまちの自慢を全国にＰＲしました！

♪♩
　国見台陸上競技場の走路全面改修工事が完成し、９月 22
日に落成式が行われました。同競技場は、昭和 38 年９月に
県内初の第３種公認陸上競技場として誕生。市内のスポー
ツ活動の拠点として市内外の利用者に親しまれてきました。
しかし、走路の劣化などが進んでいたことから、今回 400
㍍トラックの再舗装などの工事を行い、第３種公認陸上競
技場として継続認定されました。お気軽にご利用ください。
● 工事概要　400 ㍍トラック・棒高跳助走路・やり投助走

路のゴムチップウレタン再舗装、　走幅跳助走路の踏切板
増設、　ハードル・棒高跳マット・砲丸・円盤などの購入

● 総事業費　64,268,580円（スポーツ振興くじ助成金を活用）
● 問合先　　体育保健課（　 ☎㉓３１８７）

落成式後のオープン記念レースで、高校生がさわやかに疾走

スポーツ振興くじ助成金を活用して

国見台陸上競技場がリニューアル
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まちの話題

　環境活動に取り組む『クリーンの環
わ

』が企画・運営する

第３回エコ屋『つどい』が、古伊万里通り（旧本町名店街）

で約１か月間オープンしました。期間中は、家庭で眠って

いた食器や衣類など不活用品の販売のほか、物を使い切る

ことをテーマにした手作り教室の開催などを通じて、安易

に捨てずに活かす方法を考えようと広く呼びかけました。

↑会葬品バッグと余り布を使ってエコ布バッグを作る参加者の皆さん

　　　 みんなで創ろう　捨てない文化　活かす文化エコ屋『つどい』でエコまっしぐら

　ボランティアを通して明るく住みやすいまちづくりを進

めようと、市ボランティア連絡協議会と市社会福祉協議会

が第８回ボランティアまつりを市民センターで開催しまし

た。今回も市内外から多くのボランティア団体が参加。多

彩な催しやバザーなどを通じて、約1,600人の来場者とふ

れあいながら、ボランティア活動への理解を求めました。

↓手話を交えたコーラスで会場を盛り上げた伊万里手話の会の皆さん

　　　 市民らが広く交流！第８回ボランティアまつり明るく住みよい町にするために

　伊万里牛の魅力を広くＰＲしようと、秋晴

れの大平山で『第４回伊万里牛喰
く

うておら

ぼう in大平山』が開催されました。これは、

黒川町やＪＡなどでつくる実行委員会が実施

したもので、県内外から約350人が来場し、

大自然の中で伊万里牛のバーベキューを堪能

しました。また、声の大きさや内容の面白さ

を競う絶叫大会には 30人が参加。「やせて

きれいになるからね〜」など、それぞれが思

いの丈を叫び、会場を大いに沸かせました。

　　　 伊万里牛喰うておらぼう in 大平山絶叫パワーの源は伊万里牛

↓「おばあちゃん 88 歳おめでとう！」と叫び、子どもの部で優勝した岩野夏希さん

みんなの広場

豪華景品が見事に当選

9.23

10.8

躍動する伊農高『至誠龍神』仲間と食べる伊万里牛は最高！

9.30-10.28
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ＭＩＮ

ＨＩＲＯ
このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

みんなの広場

　伊万里鍋島焼協同組合が平成元年から行っている『献上

の儀』が平戸市の亀岡神社で開催され、登り窯で焼成した

色
いろえ

絵桜
おうじゅ

樹文
もん

瓶
へいし

子が黒田成彦平戸市長に献上されました。こ

れは、『鍋島』を将軍家などへ献上していた先人の偉業に感

謝し、伝統技法を継承していくために行われており、近年

は城のある自治体の首長を城主に見立てて贈られています。

　　　 平戸市とのさらなる親交を願い『献上の儀』磁器の最高峰『鍋島』の伝統を守る

　市民の無事故の願いを込め、市老連の女性部の皆さんに

よって１体１体丹念に作られた交通安全マスコット人形

が、市交通対策協議会に贈られました。今年で20回目と

なるこの日、森戸吉昭会長らが来庁し、400体を塚部市

長に手渡しました。人形は、秋の交通安全運動期間中のイ

ベントで、安全運転などを呼びかけながら配られました。

↑人形を贈る森戸会長（右から１人目）ほか市老人クラブ連合会の皆さん

　　　 20 年目の『交通安全マスコット人形』贈呈世界でたった１つのお守りに感謝

↓10 月７日、福岡都市圏からの参加者たちも伊万里牛に大満足の笑顔

↑平戸市長に鍋島焼を献上した伊万里鍋島焼協同組合の皆さん

　地元手作りのイベントで地域を活性化しようと、波多津

みなと祭りが波多津漁港で開かれました。当日は海鮮バー

ベキューやクルージングなど漁港の良さを生かした催しが

満載。今回初めてマグロの解体ショーが行われたこともあ

り、多数の来場者が詰めかけました。会場はフィナーレの

花火大会まで終日熱気にあふれ、大いに盛り上がりました。

↓強風に苦戦しながらも懸命にゴールをめざすろ漕
こ

ぎレースの参加者

　　　 地元住民のアイデア満載『波多津みなと祭り』港に結集した活気・元気・心意気

10.6-8

9.19

10.7

　秋恒例の『伊万里牛バーベキュー列車』が、松浦鉄道の

伊万里駅〜たびら平戸口駅間などで運行されました。市が

観光元年として取り組んでいる今年は、１日分だけ福岡都市

圏からのツアー客に限定して運行。参加者はＡ５ランクの

伊万里牛や車窓からの景色を堪能するなど、国内でも珍しい

バーベキュー列車の特別な旅を心ゆくまで楽しみました。

　　　 松浦鉄道が伊万里牛バーベキュー列車を運行日本で一番『おいしい』列車の旅

10.16
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第
25
回
市
長
杯
争
奪

市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
10
月
11
日
、
第
22
回
シ
ル
バ
ー

体
育
大
会
が
国
見
台
球
技
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

第
22
回
市
老
連
シ
ル
バ
ー
体
育
大
会

明
る
く
！ 

愉
快
に
！ 

元
気
に
！

大
川
内  

が
優
勝

チーム

　
こ
の
大
会
は
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
主
催
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
日
は
、『
明
る
く
・

愉
快
に
・
元
気
に
・
さ
わ
や
か
な

秋
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
！
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
市
内
13

町
の
老
人
会
か
ら
約
８
５
０
人
が

元
気
に
参
加
。
球
運
び
競
争
や
じ

ゃ
ん
け
ん
競
争
、
び
ん
倒
し
競
争
、

玉
入
れ
な
ど
９
種
目
（
マ
ス
ゲ
ー

ム
を
含
む
）
の
競
技
を
行
い
、
さ

わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
親
睦
を

深
め
合
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
上
位
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

↑
男
女
で
同
じ
番
号
札
を
合
わ
せ
る

『
ロ
マ
ン
ス
競
争
』
で
は
、
参
加

者
の
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た

▼
優
　
勝
　
大
川
内
チ
ー
ム

▼
準
優
勝
　
松
　
浦
チ
ー
ム

▼
３
　
位
　
山
　
代
チ
ー
ム

　
10
月
15
日
、
め
で
た
く
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
原
田
イ
ソ

さ
ん
を
、
塚
部
市
長
が
訪
問
し
、

記
念
の
メ
ダ
ル
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
イ
ソ
さ
ん
は
、
ご
家
族
も
最
後

に
病
院
に
行
っ
た
の
が
い
つ
な
の

か
覚
え
て
い
な
い
と
い
う
ほ
ど
健

康
そ
の
も
の
。
今
で
も
天
気
の
良

い
日
は
庭
の
草
む
し
り
を
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
穏
や
か
な
性
格
で
、
孫
や
ひ
孫

と
よ
く
遊
ぶ
な
ど
面
倒
見
が
良

く
、
ま
た
、
手
先
が
器
用
で
、
か

ご
な
ど
の
編
み
も
の
が
好
き
で
、

編
ん
だ
も
の
を
友
だ
ち
な
ど
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
が
楽
し
み
だ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
イ
ソ

さ
ん
の
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

は
、『
何
事

も
く
よ
く
よ
せ
ず
、
心
の
内
に
た

め
込
ま
な
い
こ
と
』、『
好
き
嫌
い

な
く
、
き
ち
ん
と
三
食
と
る
こ
と
』

だ
そ
う
で
す
。
市
長
か
ら
記
念
メ

ダ
ル
を
贈
呈
さ
れ
る
と
幸
せ
い
っ

ぱ
い
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

お
元
気
で

　
９
月
24
日
、
第
25
回
市
長
杯
争

奪
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
国

見
台
球
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
大
会
に
は
、
市
内
か

ら
34
チ
ー
ム
、
約
２
３
０
人
が
出

場
。
開
会
式
で
は
、
川
島
ミ
ツ
さ

ん
（
95
歳
・
松
浦
町
）、
前
川
静
江

さ
ん
（
95
歳
・
二
里
町
）
を
は
じ

め
90
歳
以
上
の
出
場
選
手
11
人
に

特
別
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
技
術
と
頭
脳
を
発
揮

し
た
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
連
続
で
、

汗
ば
む
陽
気
の
な
か
、
白
熱
し
た

好
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
上
位
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

原田 イソさん
（黒川町黒塩）

↑
百
寿
メ
ダ
ル
を
贈
呈
さ
れ
塚
部
市

長
と
談
笑
す
る
原
田
イ
ソ
さ
ん

▼
優
　
勝
　
馬
蛤
潟
（
波
多
津
町
）

▼
準
優
勝
　
大
　
坪
（
大
坪
地
区
）

▼
３
　
位
　
井
手
野
Ａ（
南
波
多
町
）

が
ら
空
き
の
宮
の
駐
車
場
神
の
留
守

く
れ
な
づ
む
鐘
楼
に
う
つ
禅
僧
の

　
暮
れ
六
つ
は
風
を
わ
た
り
て
ゆ
き
ぬ

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

伊
万
里
白
露
短
歌
会

児
島
　
享
子

池
田
　
青
令
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10 月に開催された伊万里の祭りを写真で紹介

　秋は祭りの季節です。伊万里では秋祭りを「くんち」と呼ぶことが多いようです。浮立や山
だ し

車を奉納するのは、
豊作などをもたらす神をもてなし、参加する人々も楽しむためです。今年も市内各地において、さまざまな
祭りが行われましたので、その一部を写真で紹介します。

飯盛神社秋祭り久原浮立
10 月７日（日）【山代町久原】

青幡神社例大祭
10 月９日（火）【東山代町里】

若宮神社例大祭
10 月 16 日（火）【黒川町】

愛宕神社秋祭り府招浮立
10 月 14 日（日）【南波多町府招】

諏訪神社宵宮祭しめ縄切り
10 月 22 日（月）【松浦町桃の川】

　
ぼ
く
は
マ
マ
と
電
車
の
お
も
ち

ゃ
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
♥
パ
パ
は

伊
万
里
牛
を
育
て
て
い
る
ん
だ
☆

牛
さ
ん
は
ぼ
く
が
エ
サ
を
あ
げ
る

と
喜
ん
で
食
べ
る
ん
だ
よ
♬
ぼ
く

も
ご
飯
を
も
っ
と
食
べ
て
、
パ
パ

み
た
い
に
大
き
く
な
り
た
い
な

(^^)

 湊
みなと

 蒼
そ う ま

真 さん

　
神
戸
か
ら
越
し
て
来
て
１
年
半
♬

『
ぽ
っ
ぽ
』
や『
あ
ぃ
あ
ぃ
』
で
友
達

が
で
き
て
良
か
っ
た
ね
☆
元
気
で

優
し
い
蒼
真
の
ま
ま
で
い
て
ね
♥

★純
じゅんや

也・麻
ま り

里さんの長男

★大川内町平尾

２歳
９か月(　  )村上 結

ゆ い み

衣美さん

★
勤
務
先
は
　
言
語
聴
覚
士
と
し

て
山
口
病
院
に
勤
務
し
、
２
年

目
に
な
り
ま
す
★
患
者
さ
ん
に

不
安
を
与
え
な
い
よ
う
、
常
に

笑
顔
で
接
す
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
♬
何
で
も
言
い
合
え

る
職
場
の
中
で
、
チ
ー
ム
と
し

て
患
者
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
☆

★
好
き
な
食
べ
物
は
　
母
が
作
る

絶
品
カ
レ
ー
は
最
高
♬
実
は
ラ

ー
メ
ン
も
大
好
き
な
ん
で
す
♥

★
週
末
は
　
ド
ラ
イ
ブ
と
ツ
ー
リ

ン
グ
で
す
☆
今
年
は
バ
イ
ク
で

四
国
一
周
を
実
現
♥
も
ち
ろ
ん

徳
島
ラ
ー
メ
ン
食
べ
ま
し
た

(^^)

★
好
き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は
　

　
私
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
る
人
♥

★東山代町里

★おとめ座・Ａ型

(24 歳)

住吉神社秋祭り　
10 月７日（日）【山代町楠久津】
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11 月の市民スポーツ

11 月の町民スポーツ
４日（日）
● 黒川町内一周駅伝競走大会
　午前９時開会　黒川町内
● やってみゅーだ 2012in 大川町
　東京眉山会カップジュニア駅伝大

会・佐賀県玉入れ選手権
　午前９時 30 分開会　大川町内
● 松浦町内一周駅伝大会
　午後１時 30 分開会　松浦町内
11 日（日）
● 大川内町内一周駅伝大会
　午前８時 15 分開会　大川内町内
● 南波多町子ども会
　　　　　  グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　南波多小学校
● 山代町民バレーボール大会
　午前８時 30 分開会　山代東小学校
● 大川町内一周駅伝大会
　午前９時開会　大川町内
18 日（日）
● 牧島公民館まつり駅伝大会
　　午前９時 30 分開会　

牧島公民館周辺
● 二里町民駅伝大会
　午後１時開会　二里町内
● 波多津町内一周駅伝競走大会
　午後１時 30 分開会　波多津町内
12 月１日（土）
● 山之寺歩け歩け大会
　午前８時開会　山代公民館発

２日（金）〜４日（日）
● 市長旗争奪伊万里地区

高等学校野球秋季大会
２日は午前９時、３日は午前 10 時、
４日は午後１時 30 分開始

国見台野球場
３日（土・祝）
● 伊西地区中学生新人ソフトテニス大会
　午前８時 30 分開会　国見台庭球場
● 環境杯グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　

国見台陸上競技場ほか
● 伊西地区中学新人卓球大会
　午前９時開会　国見台体育館
４日（日）
● ベースボールフェスタ in 国見台
（連盟会長杯少年野球大会、市長旗
争奪伊万里地区高等学校野球秋季
大会の２大会の決勝戦）

　午前 11 時開会　国見台野球場
● 会長杯争奪バレーボール秋季大会
　午前８時 30 分開会　国見台体育館
25 日（日）
● 伊万里市内一周駅伝競走大会
　午前８時 15 分開会　市内一円
● 市剣道大会
　午前９時開会　国見台武道館
29 日（木）
● 市協会杯ゲートボール大会
　午前８時 30 分開会　国見台球技場

　
10
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
、

広
島
県
で
開
催
さ
れ
た
高
松
宮

賜
杯
第
56
回
全
日
本
軟
式
野
球

大
会
（
２
部
）
に
、
Ｊ
Ａ
伊
万

里
野
球
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
同
部
は
、
５
月
に
行
わ
れ
た

県
大
会
を
制
覇
。
九
州
地
区
代

表
５
チ
ー
ム
を
選
定
す
る
決
定

戦
に
も
勝
ち
抜
い
て
、
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
こ
の
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
も
と
も
と

守
備
か
ら
リ
ズ
ム
を
作
る
チ
ー

ム
と
し
て
定
評
が
あ
り
ま
し
た

が
、
全
国
の
強
豪
を
相
手
に
攻

撃
力
も
爆
発
。
１
、２
回
戦
の

い
ず
れ
も
先
制
点
を
取
っ
て
勢

い
に
乗
り
、勝
ち
進
み
ま
し
た
。

　
準
々
決
勝
で
惜
し
く
も
敗
れ

ま
し
た
が
、
大
会
を
通
じ
て
持

ち
前
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮

し
、
見
事
に
ベ
ス
ト
８
に
輝
き

ま
し
た
。

鳥山 麻衣さん（伊万里商業高校２年）
　９月 12 日から 14 日まで福井県で
行われた平成 24 年度日本女子ユース
ホッケー選考会において、九州からた
だ一人、日本女子ユース（Ｕ 18）に
選ばれました。11 月 19 日から 24 日
まで韓国で開催される『ユース女子日
本代表日韓交流戦』のメンバーとして
出場します。ポジションはフォワード。

中村 詩織さん（啓成中学校３年）
　９月 15 日から 17 日まで栃木県で行われたＵ 16 ジュニアユース日本代表選
手選考会において、女子で九州からただ一人、ジュニアユース（Ｕ 16）に選ば
れました。11月29日から12月２日までオーストラリアで開催される『ＦーＨー
Ｅカップ 2012』に日本代表として出場します。ポジションはディフェンダー。

全国ベスト８の快挙を達成したＪＡ伊万里野球部の選手の皆さん

ＪＡ伊万里野球部が全国ベスト８！

　日本テニス協会常務理事で、
全日本選手権で７回優勝の実
績を持つ福井烈さんによるテ
ニス教室が、９月 30 日に国
見台庭球場で開催されました。
これは、同庭球場が７月にリ
ニューアルしたことを記念し、
市テニス協会が企画したもの
です。福井さんは、市内外か
ら参加した約 150 人の愛好者
全員とラリーを行うなど、コー
トを駆け回りながら、おなじ
みの熱血指導を行いました。

中村詩織さん　　　鳥山麻衣さん

鳥山　中村　がホッケー日本代表に選出さん さん

世界の舞台でも頑張ります！

↑児童たちを熱心に指導する福井プロ（右）

福井　が
テニス教室

プロ
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　「
ば
ー
か
」
と
い
う
突
然
の
言
葉

に
驚
い
て
振
り
返
る
と
、
幼
い
子

ど
も
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。
意
味

が
分
か
ら
ず
に
言
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
思
い
な
が
ら
も
、
い
い
気

持
ち
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

子
は
何
か
の
折
に
こ
の
言
葉
を
覚

え
、
周
り
の
人
の
反
応
に
一
種
の

心
地
よ
さ
を
感
じ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　『
人
は
人
に
よ
っ
て
人
に
な
る
』

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、
家
庭
や
地
域
社
会
の

人
た
ち
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
少

し
ず
つ
言
葉
や
生
活
習
慣
を
覚
え

身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。『
模
倣
期
』

と
言
わ
れ
る
幼
児
期
の
言
語
環
境

の
良
し
悪
し
が
、
子
ど
も
の
言
語

能
力
を
決
定
づ
け
る
そ
う
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
言
葉
を
使
っ
て
自

分
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
伝
え

て
い
ま
す
。
う
ま
く
伝
わ
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
、「
そ
ん
な
つ
も
り
で
言
っ
た

の
で
は
な
い
の
に
」
と
驚
く
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
す
。
こ
れ
は
、『
伝

え
る
こ
と
』
と
『
伝
わ
る
こ
と
』

に
違
い
が
生
じ
て
い
る
結
果
で
す
。

自
分
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
は
割

合
簡
単
で
す
が
、
そ
れ
が
相
手
に

正
確
に
伝
わ
っ
た
か
ど
う
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
。
こ
う
な
る
と
言
葉

の
使
い
方
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す
。
相
手
の
気
持
ち
や
立
場
な
ど

を
見
極
め
て
、
そ
の
人
に
伝
わ
る

よ
う
に
話
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
言
葉
は
温
か
い
人
間
関
係
を

作
り
出
す
機
能
を
持
っ
て
い
る
反

面
、
た
っ
た
一
言
で
も
相
手
の
心

を
傷
つ
け
る
凶
器
に
も
な
り
得
る

怖
さ
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
良

好
な
人
間
関
係
は
相
互
理
解
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
自
分
の
考
え
や
気

持
ち
が
相
手
に
正
確
に
伝
わ
っ
て

い
る
の
か
ど
う
か
、
そ
の
た
め
の

言
葉
の
使
い
方
や
言
い
方
は
適
切

な
の
か
、
今
一
度
振
り
返
っ
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo. ２０１

『
伝
え
る
こ
と
』と

『
伝
わ
る
こ
と
』

　
　
　

　
　
午
戻
遺
跡
は
、
大
坪
町
字
午

戻
・
字
辻
ノ
前
に
所
在
し
、
伊

万
里
川
に
隣
接
す
る
丘
陵
の
縁

辺
に
位
置
し
ま
す
。

　
遺
跡
で
は
、弥
生
時
代
後
期（
約

１
９
０
０
年
～
１
７
０
０
年
前
）

の
石
棺
墓
（
板
状
の

石
で
作
っ
た
棺
桶
の

墓
）
か
ら
玉
類
や
鉄

器
、
青
銅
の
鏡
な
ど

副
葬
品
が
数
多
く
出

土
し
て
い
ま
す
。

　
副
葬
品
の
う
ち

金
属
製
品
は
、
当

時
の
中
国
や
朝
鮮

半
島
な
ど
か
ら
素
材
や
製
品
を

持
ち
こ
ま
な
け
れ
ば
手
に
入
り

ま
せ
ん
。
特
に
鏡
は
、
中
国
で

製
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も

の
が
ほ
ぼ
完
形
で
出
土
し
て
お

り
、
直
接
交
流
が
あ
っ
た
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　
通
常
、
こ
う
し
た
副
葬
品
を

持
つ
墓
の
出
現
は
、
弥
生
時
代

に
稲
作
が
始
ま
り
、
財
産
（
米
）

を
貯
蓄
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
貧
富
差
、
さ
ら
に
は
階

級
差
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
伊
万
里

は
山
と
海
に
挟
ま
れ
、

稲
作
に
適
し
た
土
地

が
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
副
葬
品
は
、

当
時
の
人
々
が
海
上

で
の
活
動
な
ど
、
稲

作
以
外
の
経
済
基
盤

を
も
っ
て
い
た
可
能

性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
午
戻
遺
跡
は
、

弥
生
時
代
の
伊
万
里
の
地
域
性

を
示
す
貴
重
な
遺
跡
で
す
。
ま

た
、
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物

は
、
地
域
の
歴
史
の
貴
重
な
手

が
か
り
と
し
て
、
県
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

午う
ま
も
ど
し

戻
遺
跡

　
　
　
〜 

弥
生
時
代
の
伊
万
里
の
地
域
性
を
示
す
遺
跡 

〜

　
遺
跡
か
ら
見
る
伊
万
里
の
歴
史
⑦  

◆
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
市
の
重
要
な
文
化
財
で
あ
る
肥

前
窯
跡
を
保
護
す
る
た
め
、
窯
跡

保
存
対
策
協
議
会
は
９
月
20
日
、

盗
掘
で
荒
ら
さ
れ
た
窯
跡
の
埋
め

戻
し
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
古
唐
津
を
焼
成

し
て
い
た
市
内
の
窯
跡
を
盗
掘
な

ど
の
被
害
か
ら
守
ろ
う
と
、
平
成

19
年
３
月
に
発
足
。
地
域
や
行
政

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
盗
掘
さ

れ
た
箇
所
の
整
地
や
警
告
看
板
の

設
置
な
ど
地
道
な
保
護
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
作
業
が
行
わ
れ
た
の

は
道
園
窯
跡
（
松
浦
町
）。
会
員

を
は
じ
め
、
地
元
住
民
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
活
動
に
参
加
し
た
約

30
人
は
、
無
惨
に
も
掘
り
返
さ
れ

た
窯
跡
を
ス
コ
ッ
プ
な
ど
で
丁
寧

に
埋
め
戻
し
て
い
ま
し
た
。

↑懸命に埋め戻し作業を行う参加者の皆さん

↑発掘時の石棺墓と副葬品

不
法
で
悪
質
な
盗
掘
か
ら
窯
跡
を
守
る
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ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

日
　
時
　
11
月
13
日
（
火
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

● 

場
　
所
　

　
市
民
セ
ン
タ
ー
一
般
教
養
室
①

● 

講
　
師
　
上
野
　
景
三
氏
（
佐

　
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
教
授
）

● 

参
加
費
　
無
　
料

※
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
・
問
合
先
　

　
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

（
　
☎
㉓
２
１
１
５
）

　
11
月
は
『
新
規
就
農
推
進
強
化

月
間
』
で
す
。
県
内
各
地
で
相
談

会
や
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
農
業
を
始
め

る
人
や
農
業
に
興
味
が
あ
る
人
な

ど
は
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

イ
ベ
ン
ト
　

①
就
農
相
談
会  

『
農
』
と
『
食
』
の

ふ
れ
あ
い
祭
り

▽
日
　
時
　
11
月
10
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

▽
場
　
所
　

　
佐
賀
県
農
業
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

②
『
さ
が
新
規
就
農
希
望
者
養
成

　
講
座
』

▽
日
　
時

　
11
月
26
日
（
月
）
〜
30
日
（
金
）

▽
場
　
所
　
佐
賀
県
農
業
大
学
校

　
お
よ
び
現
地
（
佐
賀
市
川
副
町
）

　
今
年
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
童
謡
・

唱
歌
を
コ
ー
ラ
ス
や
器
楽
演
奏
で

発
表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

● 

日
　
時
　
12
月
２
日
（
日
）

午
後
０
時
30
分
　
開
　
場

午
後
０
時
50
分
　
開
　
演

● 

会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

入
場
料
　
無
　
料

● 

ゲ
ス
ト
　
北
風
紘
子（
ソ
プ
ラ
ノ
）

●

出
　
演
　
箏そ

う

曲
　
雛
菊
会
、
ハ

ー
モ
ニ
ー
梨
の
花
、
コ
ー
ル
い

ま
り
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
・
ラ
ス
ク
、
い
す
の

木
合
唱
団
、
作
楽
会
、
箏そ
う

曲
　

と
き
わ
会
、
伊
万
里
少
年
少
女

合
唱
団
、
ニ
リ
・
チ
フ
レ
ー
ヌ
、

シ
ャ
ン
テ
ィ
ー
、
グ
ラ
ン
・
ク

ー
ル
、
伊
万
里
合
唱
団
、
伊
万

里
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

● 

問
合
先
　

　
市
民
音
楽
祭
実
行
委
員
会
事
務

局
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）　 

（
　
☎
㉒
１
２
６
２
）

　
男
女
協
働
参
画
社
会
の
形
成
を

総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
『
男

女
協
働
参
画
推
進
条
例
』
の
必
要

性
や
基
礎
を
学
ぶ
た
め
の
勉
強
会

を
行
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
人
は
、

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

お
知
ら
せ

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか

　子育てに関する悩みや相談を受け付けてい
ます。ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。

①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌や
簡単な製作などを行います。
● 日　時　11 月 21 日（水）
　　　　　午前 10 時〜正午
● 場　所　市民図書館ホール
② 11 月生まれのお誕生会
　11 月生まれの乳幼児とその保護者
● 日　時　11 月 28 日（水）
　　　　　午前 11 時〜 11 時 45 分
● 場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ

　　　　　（☎㉓５１９７）

第
21
回
市
民
音
楽
祭
♪

▽
定
　
員
　
10
人
程
度（
参
加
無
料
）

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

　
の
で
、
佐
賀
県
農
業
大
学
校
ま

　
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
内
　
容
　

　
農
業
の
基
礎
講
座
、
農
作
業
体

　
験
、
農
家
訪
問
な
ど

●

問
合
先
　

　
佐
賀
県
農
産
課
普
及
女
性
担
当

（
☎
０
９
５
２
㉕
７
１
１
８
）

　
佐
賀
県
農
業
大
学
校

（
☎
０
９
５
２
㊺
２
１
４
５
）

　
11
月
は
『
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
』
で
す
。
国
で
は

次
の
４
つ
を
重
点
事
項
に
定
め
、

国
民
運
動
と
し
て
の
充
実
と
定
着

を
図
り
ま
す
。

【
平
成
24
年
度
の
重
点
事
項
】

①
子
ど
も
・
若
者
の
社
会
的
自
立

　
支
援
の
促
進

②
生
活
習
慣
の
見
直
し
と
家
庭
へ

　
の
支
援

③
児
童
虐
待
の
予
防
と
対
応

④
子
ど
も
・
若
者
を
犯
罪
や
有
害

　
環
境
等
か
ら
守
る
た
め
の
取
り

　
組
み
の
推
進

※
市
で
は
、
有
害
環
境
へ
の
点
検

活
動
や
非
行
防
止
巡
回
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

●

問
合
先
　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
　

（
　
☎
㉓
２
６
５
８
）

202

二里
小学校

ホンダ
さん

トヨタ
さん至 

佐
世
保
↓

至 有田→

↑
至 

唐
津

ワンダーランド
さん

いすゞ
さん

展示場
ココ
展示場
ココ

二里
公民館

（株）エコライフ・ニブ
伊万里市二里町大里336-8

二里公民館横
（0955）20-4188

三菱は発電効率

NO.1

太陽光発電のすべてが

分かる展示場

とにかく一度はご覧ください
！
11月17日（土）予定 ご予定の方はお早めにお電話下さい
緊急企画!福岡へバスで行くショールーム見学会

床暖房リフォーム節水トイレで

水道代大節約
食器洗付 IH付
システムキッチン

浴室
まるごと改装

男
女
協
働
参
画
推
進
条
例

勉

強

会

11
月
は
『
新
規
就
農

推
進
強
化
月
間
』

11
月
は
『
子
ど
も
・

若
者
支
援
強
調
月
間
』

in
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法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
11
月
12
日
か

ら
の
一
週
間
を
、『
全
国
一
斉｢

女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン｣

強
化

週
間
』
と
し
て
、
相
談
窓
口
の
開

設
時
間
を
延
長
し
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
や

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
人

権
問
題
に
つ
い
て
の
専
用
電
話
窓

口
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

● 

期
　
間
　

　
11
月
12
日(

月)

〜
18
日
（
日
）

● 

開
設
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
７
時
（
土
・
日
曜
日
は
午

　
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

● 

相
談
担
当
者
　

　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

● 

電
話
番
号
（
全
国
共
通
）

（
☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０
）

● 

問
合
先
　
人
権
・
同
和
対
策
課

　
　
　
　
　 

（
　
☎
㉓
２
１
９
０
）

　
北
部
九
州
の
市
町
12
団
体
が
参

加
す
る
『
北
部
九
州
地
域
市
町
村

合
同
公
売
会
　
伊
万
里
・
有
田
』

を
、
伊
万
里
市
と
有
田
町
が
共
同

し
て
開
催
し
ま
す
。
掘
り
出
し
物

を
見
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

日
　
時
　
11
月
10
日
（
土
）

　
午
前
９
時
開
場

● 

会
　
場
　『
焱
の
博
記
念
堂
』

 

（
有
田
町
黒
川
甲
１
７
８
８
）

● 

出
品
数
　
４
８
０
点
（
予
定
）

● 

公
売
方
法
　
入
札
、
せ
り
売
り

● 

必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
身
分
証

　
明
書
、
現
金
（
カ
ー
ド
不
可
）

● 

問
合
先
　
税
務
課
収
納
対
策
室

（
　
☎
㉓
２
１
５
２
）

　
自
宅
で
子
ど
も
を
有
料
で
預
か

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
経
験

が
あ
る
人
や
保
育
士
の
資
格
を
持

つ
人
を
対
象
に
『
子
育
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
』
提
供
会
員
登
録

の
た
め
の
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

● 

日
　
時
　

　
11
月
29
日
（
木
）、
30
日
（
金
）

● 

会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

伊万里スポーツ
Ｇｏ！Ｇｏ！

●問合先  体育保健課（☎㉓３１８７）

スポーツはチカラ。健康はタカラ。

★
★

★
★

　今回は、市からの用具の貸し出
しも多く、好評のニュースポーツ

『カローリング』を紹介します。
　カローリングは、氷上のスポー
ツであるカーリングからヒントを得て誕生しまし
た。ジェットローラーをポイントゾーン目がけて
走行させ相手チームと交互に投球し、中心により
近いチームが勝ちというシンプルなゲームです。
　市では、カローリングを含め 32 種目のニュー
スポーツ用具を無料で貸し出しています。気軽に
問い合わせてください。
　これから寒くなりますが、寒い時ほど体を動か
して健康づくりに努めましょう。

● 

内
　
容
　
子
ど
も
の
社
会
性
と

生
活
習
慣
な
ど
の
講
義
と
保
育

園
見
学
実
習
曲

● 

定
　
員
　
10
人

● 

申
込
期
限
　
11
月
15
日
（
木
）

● 

申
込
・
問
合
先
　

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぽ
っ
ぽ

（
　
☎
㉓
５
１
９
７
）

　
広
報
伊
万
里
10
月
号
で
お
知
ら

せ
し
て
い
た
中
国
の
大
連
現
代
博

物
館
で
の
『
伊
万
里
市
Ｐ
Ｒ
事
業
』

は
、
大
連
市
か
ら
の
申
し
入
れ
に

よ
り
延
期
し
ま
す
。
な
お
、
今
後

の
開
催
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
。

● 
問
合
先
　
国
際
交
流
室

（
☎
㉒
７
０
４
６
）

『
伊
万
里
市
Ｐ
Ｒ
事
業
』

延

期

し

ま

す

●  日　時　12 月１日（土）　
　午前９時 30 分出発　午後４時帰着
●  発着所　市民センター
●  定　員　25 人（先着順）
●  参加費　3,000 円（バス、昼食、保険代含む）
●  ツアー行程　
　山ン寺まつり（まつりと史跡めぐり）
　→  文

もん

珠
じゅ

さん  →  滝川内（バス待機所）

※ウォーキングは約 90 分
●  申込・問合先　
　伊万里市観光ボランティアガイドの会

（☎㉒７９３４）

山ン寺まつりと文殊さんウォーキング

『お　　めぐりバスツアー』宝
の魅力　 　 見発

『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
』
強
化
週
間

北
部
九
州
地
域
市
町
村

合

同

公

売

会

あ
な
た
の
子
育
て
経
験

生
か
し
ま
せ
ん
か

やってみよう！カローリング

市内で還付金詐欺が発生しています。市役所職員などがＡＴＭの操作を指示
することなどは絶対にありませんので、被害に遭わないようご注意ください。

還付金詐欺にご注意を

in
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　平成 25 年度の保育園入園申し込みを受け付けます。入園に必
要な関係書類は各保育園にありますので、勤務証明書などの必要
書類をそろえ、入園を希望する保育園に直接申し込んでください。
●入園申込書配布
　11 月 21 日（水）〜　※各保育園および子育て支援室で配布
●受付申込期間
　12 月３日（月）〜 14 日（金）※日曜日は除く
※在園児で継続して入園を希望する場合も、申し込みが必要です。
※都合により市外の保育園への入園を希望する人は、福祉課子育
　て支援室に申し込んでください（土・日曜日は除く）。
●対象乳幼児
　保護者が仕事や病気などのため、家庭で保育ができない乳幼児
※家事や下の子の育児、小学校入学準備のため、集団生活への適
　応のためという理由や 60 歳未満の同居の祖父母が無職で自宅
　にいる場合は入園対象となりません（このような場合には、一
　時預かりなどをご利用ください）。

伊万里町 伊万里保育園 ㉓ 3261

二里町

川東保育園 ㉒ 2716

大坪町 大坪保育園 ㉓ 2689 中里保育園 ㉒ 5647

瀬戸町 牧島保育園 ㉓ 6049 医王保育園 ㉓ 2337

松浦町 松浦保育園 ㉖ 2041 大里保育園 ㉓ 3335

大川町 大川保育園 ㉙ 2078

東山代町

長浜保育園 ㉒ 2717

南波多町 南波多保育園 ㉔ 2005 里保育園 ㉘ 1970

黒川町 たんぽぽ保育園 ㉗ 2443 脇野保育園 ㉒ 3226

波多津町 波多津保育園 ㉕ 0027 大久保保育園 ㉘ 4624

大川内町 大川内保育園 ㉒ 2451

山代町

楠久保育園 ㉘ 0626

立花町

みなみ保育園 ㉓ 1190 鳴石保育園 ㉘ 0524

立花保育園 ㉓ 2090 久原保育園 ㉘ 2051

ぷち・るう保育園 ㉓ 2881 さくら保育園 ㉘ 3503

受け付けます！保育園の入園申し込み
　
今
回
は
、
久
留
米
市
や
柳
川
市

を
バ
ス
で
巡
り
ま
す
。
美
し
い
紅

葉
や
美
術
鑑
賞
、
お
い
し
い
ラ
ン

チ
を
食
べ
て
芸
術
と
食
欲
の
秋
を

満
喫
し
ま
せ
ん
か
。

● 

日
　
時
　
11
月
25
日(

日)

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

● 

参
加
費
　
３
０
０
０
円

● 

定
　
員
　
40
人
（
男
女
各
20
人
）

● 

申
込
方
法
　
電
話
か
メ
ー
ル

● 

問
合
先
　
婚
活
応
援
課

　
　
　
　
　 

（
　
☎
㉓
２
９
５
０
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　

　d
eai@

city.im
ari.saga.jp

●

 

募
集
訓
練
科
名

▽
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
18
人

▽
金
属
加
工
科
　
18
人

▽
電
気
設
備
科
　
18
人

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
　
18
人

▽
建
築
C
Ａ
Ｄ
科
　
24
人

●

 

申
込
期
限
　
11
月
30
日
（
金
）

●

 

筆
記
試
験
　
12
月
４
日
（
火
）

●

 

選
考
面
接
日
　
12
月
13
日
（
木
）

●
入
所
日
　
平
成
25
年
１
月
８
日（
火
）

●

 

受
講
料
　
無
　
料

●

 

申
込
先
　
伊
万
里
公
共
職
業
安

定
所

●

 

応
募
資
格
　
求
職
者
で
受
講
意
欲

が
あ
り
公
共
職
業
安
定
所
長
の

受
講
指
示
か
推
薦
を
受
け
た
人

● 

問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

（
☎
０
９
５
２
㉖
９
５
１
６
）

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

（
６
か
月
コ
ー
ス
）

●問合先　福祉課子育て支援室 (　 ☎㉓２１７４)

※市のホームページに、各保育園の情報を掲載しています。

受け付けます！市立幼稚園の入園申し込み
　平成 25 年度の市立幼稚園の入園申し込みを受け付けます。入
園申込書および関係書類は、各幼稚園にありますので、入園を希
望する幼稚園に直接お申し込みください。
●対象者　　　　平成 25 年４月１日現在で満３歳〜５歳の幼児
●受付申込期間　11 月１日（木）〜 12 月 21 日（金）
※保育料月額 8,000 円、預かり保育日額 400 円（春・夏・冬休
　みは 500 円）
※完全給食制です。
※黒川・波多津町以外からの入園や年度途中の入園も可能です。
●申込・問合先
　波多津東幼稚園（☎㉕０７６９)　黒川幼稚園（☎㉗０６０９）

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

● 期　間　11 月 22 日（木）〜 26 日（月）
※一部の地域（うーたん通り）では、11 月２
　日（金）から４日（日）に開催します。
● 場　所　有田町内各商店会、有田陶磁の里
　　　　　プラザなど
● 内　容　九州とり肉グルメグランプリ、み
　んなで踊ろう♪皿踊りコンテスト、みんな
　で遊ぼう！ゆるキャラ☆フェスティバル
● 問合先　有田観光協会 ( ☎㊸２１２１)

第８回秋の有田陶磁器まつり

婚

活

イ

ベ

ン

ト

秋
満
喫
！
バ
ス
ツ
ア
ー

ぼ
し
ゅ
う
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佐賀県伊万里市二里町大里乙3-28

相談窓口名 開設日 開設時間 開設場所 問合先
法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（14 日・28 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談
コーナー

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※要予約

第１木曜日
（1 日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（15 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第１・３火曜日
（6 日・20 日）

午前10時〜
正午

消費生活相談 毎週月〜金曜日 午前10時〜
午後４時

行政相談 第３金曜日
（16 日）

午前９時〜
正午

不動産相談
※佐賀県宅地建
　物取引業協会

第２木曜日
（8 日）

午前10時〜
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

毎週金曜日 午前９時〜
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※要予約

毎週金曜日 午前９時 30 分
〜午後３時 面接室

唐津年金
事務所

０９５５
　５１６１

身障者相談 第４木曜日
（22 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課

社会福祉係
㉓２１５６心の健康相談 毎週月・火・木・

金曜日
午前９時〜
午後３時 30 分

福祉課
社会福祉係

家庭で
　できる！

今月の省エネと
　　地球温暖化対策

待機時消費電力を減らしましょう
　電化製品を使用していないのに消費される電力を『待機時消費電力』
といい、年間を通じて家庭で消費される電力量の約６㌫を占めています。
　待機時消費電力を減らすためには、こまめに主電源を切ったり、機
器のプラグを抜いたりする必要があります。『スイッチ付タップ』を使
えばプラグを抜く手間が省けます。また、オーディオ機器などプラグ
を抜くと影響が出る機器は、『表示ＯＦＦ機能』などを活用しましょう。
■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http//www.eccj.or.jp/

● 問合先　
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

★伊万里市文化祭　合同芸能発表会
　４日（日）午前 10 時開演
★三本椿カラオケ決勝大会
　11 日（日）午前９時 30 分開演
★東日本復興支援チャリティ講演会
　20 日（火）午後６時 30 分開演　
★伊万里市文化祭参加　日本舞踊公演
　25 日（日）午後０時 30 分開演

★伊万里市中学校音楽会
　７日（水）午前９時 30 分開演
★伊万里市小学校音楽会
　14 日（水）午後２時開演
★大川栄策・水田竜子　歌謡ショー
　15 日（木）午後１時開演　

★古本市（展示コーナー）
　３日（土・祝）午前 10 時〜午後３時
★子ども上映会（図書館ホール）
　４日（日）午後２時 30 分〜３時 50 分
　『ガリバー旅行記』（76 分）
★名画上映会（図書館ホール）
　25 日（日）午後２時 30 分〜４時 20 分
　『新しき土』（1937 年 / 日独合作 /106 分）
※催し物はすべて無料です。
★ 11 月の休館日　５日、12 日、19 日、26 日、
　22 日（館内整理休館）、23 日（勤労感謝の日）

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

市民図書館 ☎㉓４６４６

11 月 の 行 事
市民センター ☎㉒３９１１

11 月の市民相談

　返済しきれないほどの借金を抱えてしまう『多重債務』の相談が多
く寄せられています。返済に追われ、ひとりで悩むだけでは生活は改
善されません。多重債務から抜け出す解決策は必ずあります。まずは、
消費生活センターへご相談ください。
● 問合先　伊万里市消費生活センター（☎㉓２１３６）

● 女性相談　相談電話番号☎㉒６７６３
▷毎週月・水曜日　　　午前 ９ 時〜午後４時（面接相談は要予約）
▷毎月第１、４木曜日　午前10時〜午後４時（　　　  〃  　　　）

一人で悩まず
ご相談ください

『多重債務』ひとりで悩んでいませんか
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先
日
、
県
内
10
市
の
広
報
担
当
者
が
集
ま

り
、
広
報
紙
づ
く
り
に
関
し
て
意
見
交
換
な

ど
を
行
う
会
議
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
10

市
の
広
報
紙
を
読
み
比
べ
、
改
め
て
感
じ
た

『
広
報
伊
万
里
』
に
は
あ
っ
て
、
他
の
市
報
に

は
無
い
も
の
。皆
さ
ん
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

答
え
は
『
毎
月
の
特
集
』
で
す
。
本
市
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
特
に
お
伝
え
し
た
い
情
報

な
ど
、
毎
月
テ
ー
マ
を
変
え
て
４
ペ
ー
ジ
程

度
の
特
集
を
組
ん
で
い
ま
す
。
他
市
で
は
、

年
に
数
回
程
度
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
大
半
で

す
か
ら
、
特
集
は
伊
万
里
の
『
売
り
』
だ
と

い
え
ま
す
。
実
際
、
特
集
の
作
成
に
は
、
ど

う
す
れ
ば
わ
か
り
や
す
く
表
現
で
き
る
か
な

ど
、
多
く
の
労
力
を
要
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
後
は
少
し
で
も
『
売
り
』
に
注
目

し
て
読
ん
で
も
ら
え
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
『
編
集
室
か
ら
』
は
売
り
で

は
な
い
の
で
、
注
目
し
な
い
で
結
構
で
す
！

先
月
号
に
は
、
広
報
紙
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
可
能
な
ら
ば
、

他
市
町
の
広
報
紙
と
読
み
比
べ
た
感
想
な
ど

も
教
え
て
く
だ
さ
い
。
よ
り
良
い
紙
面
づ
く

り
の
糧
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
意

見
な
ど
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
友
）

平成 24 年 10 月１日現在
●人口　57,662 人　　（− 35）
　　男　27,607 人　　（− 10）
　　女　30,055 人　　（− 25）
●世帯　22,452 世帯   （±   0）

（　）は前月比

人のうごき

■発行日／平成 24 年 11 月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／株式会社 三光

広報　　　　　 2012-11

LET'S
ENJOY
SPORTS
DAY

↑『キッズサッカー』でグラウンドを駆け回れ！↑ホームランよ!! 楽しく『キッズベースボール』 ↑プロ顔負け。『キッズテニス』でのストローク練習

　陸上競技場では『第８回伊万里っ子・キッズスポーツフェスティ
バル』が開催されました。３歳〜小学２年生までの子どもたちが、
陸上、サッカー、ソフトテニス、野球の４種目のスポーツに、指
導者や高校生の教えを受けながら夢中になって挑戦しました。

「せ〜の！」笑顔で長座体前屈に挑戦する参加者

伊万里スポーツデイ

市民ペタンク大会

市民新体力テスト
　武道館では『市民
新体力テスト』が行
われました。参加者
は、成人コースと高
齢者コースに分かれ、
それぞれ握力や上体
起こしなど６項目に
チャレンジ。楽しみ
ながら自分の体力の
把握などに努めてい
ました。

　『伊万里スポーツデイ』が 10 月 14 日、国
見台公園で開催されました。この日は気持ち
の良い秋晴れ。スポーツの秋にふさわしく、
子どもから大人まで体をたくさん動かし、楽
しみながらさわやかな汗を流していました。

　球技場では『第２回市民ペタンク大会』がありました。
ペタンクは初めてでも簡単にプレーすることができると
あって、幅広い年齢層の人たちが参加。交流を深めなが
ら真剣勝負や勝負の駆け引きを楽しんでいました。

伊万里っ子・キッズスポーツフェスティバル

子どもから大人まで笑顔でスポーツの秋を満喫！
気軽にできるペタンクは運動不足解消に最適

子どもたちの笑顔がはじける『キッズラン』

ら

か

室

集

編


